
人へ、
地域へ。

▶外来仮設棟へ移動
● 5月23日㈪～
血液内科・内分泌内科・腎臓内科・
形成外科・移植内分泌外科
● 6月13日㈪～
眼科
▶新設外来へ移動
● 5月16日㈪～
【２F】消化器内科・内視鏡センター・外来化学
療法センター・中央処置室・栄養相談室
【３F】耳鼻咽喉科・小児科・小児外科・
総合内科・呼吸器内科・呼吸器外科

５月14日㈯より第１病棟３階南出入り口
が閉鎖いたします。

　このたび、第１病棟外来部門
の改修工事が一部完成したこと
に伴い、右記の通り、11の部門
が新設外来へ移動します。また、
新たに６つの診療科が外来仮
設棟へ移り、引き続き改修工事
が行われます。各移転先につい
ては、院内表示で分かりやすくご
案内いたしますが、もしご不明な
点があればお近くのスタッフにお
気軽にお尋ねください。皆さまに
はご不便をおかけしますが、安
全第一で進めておりますので今
後ともご理解とご協力をお願い
いたします。

　平成18年から春と秋に著名な
演奏者や歌手の方をお招きしている
「ハートフルコンサート」。11回目と
なる今回は名古屋フィルハーモニー
交響楽団による金管五重奏「ザ・レ
イバーブラス」をお届けします。

　アフリカ大陸東部に位置するタンザ
ニアでは、周辺諸国の部族紛争や食
糧危機で、1990年代に多くの難民
キャンプができました。日本赤十字社と
タンザニア赤十字社は、2004年から
難民キャンプの支援事業を手掛け、こ
のたび医療保健レベルが当初の目標
を達成したとして、日本赤十字社の支
援活動は終了し、今後はタンザニア赤
十字社が支援を続けていきます。
　それにより支援活動中の昨年２月
に派遣されていた、当院の山之内千
絵看護師が２月12日、１年間の派遣期
間を終え帰国しました。

　３月９日の報告会では、山之内看護
師がキゴマ地域での支援事業を振り
返り、「派遣当初は１台のベッドに３人
が寝ている状態でしたが、４つの病棟
が新設され、１人１台のベッドが確保
できました。また、現地で採用した衛生
教育スタッフや病院で働く現地スタッ
フの育成にも携わりました」と活動内
容を報告。難民キャンプ内での5歳未

このたびの東日本大震災で被災をされました方 に々は心よりお見舞いを申し上げますとともに、亡くなられた方 に々深く哀悼
の意を表したいと思います。当院は赤十字病院の使命として、全病院挙げて被災者の方々の支援に取り組んでいます。
当院を受診される患者さんには、多少のご迷惑をおかけするかもしれませんが、ご理解をいただきますようお願いいたします。

　
名
古
屋
第
二
赤
十
字
病
院
は
平
成
２
年

か
ら
地
域
と
の
連
携
を
開
始
し
た
。時
代

の
要
請
と
共
に
変
化
対
応
し
、現
在
は
地

域
医
療
連
携
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、本
文
で
も

紹
介
し
た
相
談
支
援
室
、患
者
さ
ん
が
抱

え
る
社
会
的・経
済
的・制
度
的
な
問
題
の

解
決・調
整
を
図
る
医
療
社
会
事
業
課
、そ

し
て
円
滑
な
連
携
の
推
進
に
は
不
可
欠
な

事
務
業
務
全
般
を
支
え
る
地
域
医
療
連

携
課
の
三
部
門
18
名
体
制
を
整
え
て
い
る
。

2 2011年１月～2011年２月
ハイチ大地震被災者支援事業（第３班）

村松幹司（新生児科副部長）

1 2010年２月～2011年２月
タンザニア赤十字社難民支援事業
山之内千絵（看護師）

寒さにふるえた者ほど太陽の暖かさを感じる。人生の悩みをくぐった者ほど生命の
尊さを知ると言われています。
現実を受け入れて、政治政党の名前ではありませんが「立ち上がれニッポン」と誌
面を借りて震災のあった日本にエールを送り、次号では東日本大震災の特集をお伝
えします。
■名古屋第二赤十字病院 企画課  メールアドレス kikaku@nagoya2.jrc.or.jp

　
名
古
屋
第
二
赤
十
字
病
院
・
看
護
師
長
の
古

城
敦
子
は
、
二
つ
の
制
服
を
持
っ
て
い
る
。
一

つ
は
清
潔
な
白
衣
、
も
う
一
つ
は
シ
ッ
ク
な
黒

の
ス
ー
ツ
。
こ
こ
数
年
は
ス
ー
ツ
姿
で
病
院
の

外
に
出
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
き
た
。
看
護
師
長

が
院
外
で
一
体
何
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？

　「
地
域
の
診
療
所
や
病
院
、
医
師
会
な
ど
に

行
き
、
当
院
を
退
院
す
る
患
者
さ
ん
を
受
け
入

れ
て
く
だ
さ
る
際
の
必
要
事
項
確
認
や
、
合
同

で
開
催
す
る
委
員
会
や
検
討
会
な
ど
の
打
ち
合

わ
せ
を
し
て
い
ま
す
」と
古
城
看
護
師
は
言
う
。

　
そ
う
し
た
活
動
の
理
由
は
何
か
。「
当
院
で

の
専
門
治
療
を
終
え
た
患
者
さ
ん
が
、
安
心
し

て
他
病
院
へ
の
転
院
や
在
宅
で
の
療
養
に
移
っ

て
い
た
だ
く
に
は
、
当
院
と
地
域
の
医
療
機
関

が
し
っ
か
り
と
し
た
関
係
＝
地
域
連
携
し
て
い

る
こ
と
が
必
要
だ
か
ら
で
す
。
特
に
今
後
は
疾

患
ご
と
の
専
門
性
に
基
づ
い
た
連
携
に
な
り
ま

す
か
ら
、
そ
の
際
に
重
要
な
地
域
連
携
ク
リ

テ
ィ
カ
ル
パ
ス※

の
作
成
も
見
つ
め
た
活
動
と

な
っ
て
い
ま
す
」
と
言
葉
を
続
け
た
。

（※

地
域
連
携
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
パ
ス
／
必
要
な
治
療
・
検
査
や
看
護

等
を
、
時
間
軸
に
沿
い
施
設
間
を
越
え
て
作
ら
れ
た
診
療
計
画
表
）

　
地
域
の
医
療
機
関
と
の
強
固
な
関
係
づ
く
り

を
進
め
る
一
方
、
古
城
看
護
師
は
院
内
で
患
者

さ
ん
や
ご
家
族
の
相
談
業
務
も
担
っ
て
い
る
。

入
院
前
か
ら
始
ま
っ
て
入
院
中
の
治
療
や
看
護

相
談
、
そ
し
て
退
院
や
退
院
後
の
通
院
相
談
な

ど
、
療
養
全
般
に
亘
り
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
が

抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
不
安
や
疑
問
を
受
け
止

め
、
よ
り
良
い
結
果
へ
の
道
案
内
を
行
う
。

　
こ
の
一
連
の
活
動
の
鍵
は
継
続
性
で
あ
る
。

つ
ま
り
退
院
後
も
相
談
支
援
を
行
う
と
い
う
姿

勢
だ
。「
病
気
に
よ
っ
て
は
再
入
院
も
あ
り
ま

す
し
、
慢
性
疾
患
の
場
合
は
一
生
の
問
題
に
も

な
り
ま
す
。
そ
う
し
た
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
を

支
え
る
に
は
、
継
続
看
護
と
い
う
視
点
が
必
要

で
す
。
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
に
は
『
い
つ
で
も

ご
相
談
く
だ
さ
い
』
と
お
伝
え
し
て
い
ま
す
」。

　
彼
女
が
所
属
す
る
地
域
医
療
連
携
セ
ン
タ
ー
・

相
談
支
援
室
で
は
、
全
部
で
看
護
師
５
名
が
そ

の
任
に
あ
る
。
さ
ら
に
、
継
続
看
護
の
視
点
を
よ

り
充
実
さ
せ
る
た
め
、
４
月
か
ら
各
病
棟
に
リ
ン

ク
ナ
ー
ス
を
置
い
た
。
こ
れ
は
24
時
間
患
者
さ
ん

の
そ
ば
に
い
る
看
護
師
が
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
な
り
、

入
院
中
か
ら
質
の
高
い
退
院
を
見
つ
め
た
支
援
を

始
め
る
た
め
で
あ
る
。
看
護
の
視
点
か
ら
ず
っ
と

自
分
を
支
え
て
く
れ
る
存
在
が
い
る
と
い
う
こ

と
。
患
者
に
は
大
き
な
拠
り
所
と
い
え
よ
う
。

　
看
護
師
に
よ
る
退
院
支
援
に
力
を
注
ぐ
名
古

屋
第
二
赤
十
字
病
院
だ
が
、
退
院
支
援
に
関
わ

る
人
材
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
従
来
か
ら
そ

の
中
心
で
あ
る
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
は
も
ち
ろ

ん
、
事
務
系
職
員
も
重
要
な
ス
タ
ッ
フ
だ
。

　
さ
ら
に
今
後
は
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ス

タ
ッ
フ
を
は
じ
め
も
っ
と
他
職
種
の
人
材
を
投

入
す
る
考
え
も
あ
る
と
い
う
。
そ
の
背
景
を
地

域
医
療
連
携
セ
ン
タ
ー
の
セ
ン
タ
ー
長
で
あ
り

副
院
長
で
あ
る
長
谷
川 

洋
医
師
に
聞
い
た
。

「
今
日
の
医
療
で
は
、
急
性
期
病
院
で
の
入
院

日
数
が
ど
ん
ど
ん
短
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
病
気
は
急
性
期
だ
け
で
は
終
わ
り
ま
せ
ん
。

当
院
で
の
急
性
期
治
療
が
終
了
し
て
も
、
ま
だ

そ
の
先
の
療
養
や
機
能
回
復
期
間
が
必
要
で

す
。
だ
か
ら
こ
そ
地
域
と
の
切
れ
目
の
な
い
連

携
が
重
要
で
あ
り
、
今
後
疾
患
別
の
地
域
連
携

が
進
ん
で
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
を
考

え
る
と
、
多
様
な
専
門
性
が
不
可
欠
と
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
当
院
で
は
院
内
で
の
チ
ー
ム
医

療
を
院
外
、
つ
ま
り
地
域
社
会
へ
と
広
げ
て
、

患
者
さ
ん
が
元
の
生
活
を
取
り
戻
す
、
ま
た
は

病
気
を
持
ち
な
が
ら
も
新
し
い
生
活
を
築
く
た

め
の
活
動
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
」。

　
病
院
全
体
で
患
者
さ
ん
の
退
院
支
援
と
、
そ

の
た
め
の
地
域
連
携
強
化
に
力
を
注
ぐ
名
古
屋

第
二
赤
十
字
病
院
。
そ
の
担
当
部
門
で
あ
る
地

域
医
療
連
携
セ
ン
タ
ー
で
は
、
現
在
三
つ
の
課

題
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
い
う
。

　
ま
ず
は
、
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再
編
。
連

携
医
療
機
関
の
専
門
性
と
機
能
を
よ
り
詳
細
に

把
握
し
、
紹
介
す
る
患
者
さ
ん
の
ミ
ス
マ
ッ
チ

を
起
こ
さ
な
い
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
第
二
は

Ｉ
Ｔ
化
の
推
進
で
あ
る
。
名
古
屋
第
二
赤
十
字

病
院
の
電
子
カ
ル
テ
を
ベ
ー
ス
に
、
地
域
医
療

機
関
と
の
診
療
情
報
共
有
を
め
ざ
し
て
い
る
。

そ
し
て
第
三
の
課
題
で
あ
る
人
材
育
成
に
つ
い

て
、セ
ン
タ
ー
長
の
長
谷
川
医
師
は
語
る
。「
担

当
職
員
は
対
外
的
に
は
病
院
の
『
顔
』
で
あ
り
、

地
域
連
携
の
基
本
方
針
で
あ
る
〝
顔
が
見
え
る

関
係
づ
く
り
〞
を
担
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
介

護
・
福
祉
領
域
と
の
結
び
つ
き
も
大
変
重
要
と

な
っ
て
き
ま
す
の
で
、
当
院
の
使
命
を
正
し
く

理
解
し
た
う
え
で
、
信
頼
関
係
に
基
づ
い
た
横

の
繋
が
り
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
人
材
を
育
て

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」。

地
域
医
療
連
携
セ
ン
タ
ー

満の死亡率が1,000人あたり0.77人
（国際的な目標基準は２人）となるな
ど、活動成果が具体的な数値でも示
されました。山之内看護師は、「医療
器具も医薬品も不充分でしたが、
人々の生きようとする力を強く感じまし
た。今後はこの経験を生かし、患者さ
んの生きる力を伸ばしていくような看
護をめざします」と決意を語りました。

　日　時　5月16日（月）
　　　　　18：15開場 18：45開演
　　　　　20：00終演予定
　場　所　名古屋第二赤十字病院
　　　　　第3病棟1階研修ホール
　　　　　（入場無料・定員300名）

～外来改修工事中につき、ご迷惑をおかけしております～

タンザニア難民キャンプで
医療・衛生環境改善に取り組んだ山之内看護師が帰国しました。

名古屋第二赤十字病院
ハートフルコンサートのご案内

国際医療救援活動

編 

集 

後 

記

すべては患者さんのために。
地域の医療機関と
役割分担に基づく、

「顔が見える関係づくり」を進める。

地
域
医
療
機
関
と
の

強
い
関
係
づ
く
り
を
め
ざ
し
、

看
護
師
が
院
外
で
活
動
。

い
つ
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

そ
の
言
葉
ど
お
り
、

継
続
看
護
に
終
わ
り
は
な
い
。

急
性
期
病
院
と
し
て
の

使
命
を
見
つ
め
て
、

さ
ら
な
る
機
能
の
充
実
を
。

次
は
疾
患
ご
と
の
地
域
連
携
。

そ
の
た
め
チ
ー
ム
医
療
を

地
域
社
会
に
広
げ
る
。

今回の
キーワード

タンザニア

地域医療連携センター　
看護師長  
古城 敦子

副院長・地域医療連携センター
センター長  
長谷川 洋

 I N F O R M A T I O N

患者さんが安心して
元の生活を取り戻すために、
私たちにできること。

特集ページ

緊急REPORT
東日本大震災。
災害発生当日から
医療救護班派遣を開始。

病気を知ろう！
アレルギー疾患とは、体を守る仕組みの“過剰反応”
ガイドラインに沿った治療でコントロールが可能です

医療の仕組みを知ろう！
産科医療補償制度〈補償の機能〉

情報ページ

院長メッセージ
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Special Report

患者さんが安心して
元の生活を取り戻すために、
私たちにできること。
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人へ、
地域へ。

▶外来仮設棟へ移動
● 5月23日㈪～
血液内科・内分泌内科・腎臓内科・
形成外科・移植内分泌外科
● 6月13日㈪～
眼科
▶新設外来へ移動
● 5月16日㈪～
【２F】消化器内科・内視鏡センター・外来化学
療法センター・中央処置室・栄養相談室
【３F】耳鼻咽喉科・小児科・小児外科・
総合内科・呼吸器内科・呼吸器外科

５月14日㈯より第１病棟３階南出入り口
が閉鎖いたします。

　このたび、第１病棟外来部門
の改修工事が一部完成したこと
に伴い、右記の通り、11の部門
が新設外来へ移動します。また、
新たに６つの診療科が外来仮
設棟へ移り、引き続き改修工事
が行われます。各移転先につい
ては、院内表示で分かりやすくご
案内いたしますが、もしご不明な
点があればお近くのスタッフにお
気軽にお尋ねください。皆さまに
はご不便をおかけしますが、安
全第一で進めておりますので今
後ともご理解とご協力をお願い
いたします。

　平成18年から春と秋に著名な
演奏者や歌手の方をお招きしている
「ハートフルコンサート」。11回目と
なる今回は名古屋フィルハーモニー
交響楽団による金管五重奏「ザ・レ
イバーブラス」をお届けします。

　アフリカ大陸東部に位置するタンザ
ニアでは、周辺諸国の部族紛争や食
糧危機で、1990年代に多くの難民
キャンプができました。日本赤十字社と
タンザニア赤十字社は、2004年から
難民キャンプの支援事業を手掛け、こ
のたび医療保健レベルが当初の目標
を達成したとして、日本赤十字社の支
援活動は終了し、今後はタンザニア赤
十字社が支援を続けていきます。
　それにより支援活動中の昨年２月
に派遣されていた、当院の山之内千
絵看護師が２月12日、１年間の派遣期
間を終え帰国しました。

　３月９日の報告会では、山之内看護
師がキゴマ地域での支援事業を振り
返り、「派遣当初は１台のベッドに３人
が寝ている状態でしたが、４つの病棟
が新設され、１人１台のベッドが確保
できました。また、現地で採用した衛生
教育スタッフや病院で働く現地スタッ
フの育成にも携わりました」と活動内
容を報告。難民キャンプ内での5歳未

このたびの東日本大震災で被災をされました方 に々は心よりお見舞いを申し上げますとともに、亡くなられた方 に々深く哀悼
の意を表したいと思います。当院は赤十字病院の使命として、全病院挙げて被災者の方々の支援に取り組んでいます。
当院を受診される患者さんには、多少のご迷惑をおかけするかもしれませんが、ご理解をいただきますようお願いいたします。

　
名
古
屋
第
二
赤
十
字
病
院
は
平
成
２
年

か
ら
地
域
と
の
連
携
を
開
始
し
た
。時
代

の
要
請
と
共
に
変
化
対
応
し
、現
在
は
地

域
医
療
連
携
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、本
文
で
も

紹
介
し
た
相
談
支
援
室
、患
者
さ
ん
が
抱

え
る
社
会
的・経
済
的・制
度
的
な
問
題
の

解
決・調
整
を
図
る
医
療
社
会
事
業
課
、そ

し
て
円
滑
な
連
携
の
推
進
に
は
不
可
欠
な

事
務
業
務
全
般
を
支
え
る
地
域
医
療
連

携
課
の
三
部
門
18
名
体
制
を
整
え
て
い
る
。

2 2011年１月～2011年２月
ハイチ大地震被災者支援事業（第３班）

村松幹司（新生児科副部長）

1 2010年２月～2011年２月
タンザニア赤十字社難民支援事業
山之内千絵（看護師）

寒さにふるえた者ほど太陽の暖かさを感じる。人生の悩みをくぐった者ほど生命の
尊さを知ると言われています。
現実を受け入れて、政治政党の名前ではありませんが「立ち上がれニッポン」と誌
面を借りて震災のあった日本にエールを送り、次号では東日本大震災の特集をお伝
えします。
■名古屋第二赤十字病院 企画課  メールアドレス kikaku@nagoya2.jrc.or.jp

　
名
古
屋
第
二
赤
十
字
病
院
・
看
護
師
長
の
古

城
敦
子
は
、
二
つ
の
制
服
を
持
っ
て
い
る
。
一

つ
は
清
潔
な
白
衣
、
も
う
一
つ
は
シ
ッ
ク
な
黒

の
ス
ー
ツ
。
こ
こ
数
年
は
ス
ー
ツ
姿
で
病
院
の

外
に
出
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
き
た
。
看
護
師
長

が
院
外
で
一
体
何
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？

　「
地
域
の
診
療
所
や
病
院
、
医
師
会
な
ど
に

行
き
、
当
院
を
退
院
す
る
患
者
さ
ん
を
受
け
入

れ
て
く
だ
さ
る
際
の
必
要
事
項
確
認
や
、
合
同

で
開
催
す
る
委
員
会
や
検
討
会
な
ど
の
打
ち
合

わ
せ
を
し
て
い
ま
す
」と
古
城
看
護
師
は
言
う
。

　
そ
う
し
た
活
動
の
理
由
は
何
か
。「
当
院
で

の
専
門
治
療
を
終
え
た
患
者
さ
ん
が
、
安
心
し

て
他
病
院
へ
の
転
院
や
在
宅
で
の
療
養
に
移
っ

て
い
た
だ
く
に
は
、
当
院
と
地
域
の
医
療
機
関

が
し
っ
か
り
と
し
た
関
係
＝
地
域
連
携
し
て
い

る
こ
と
が
必
要
だ
か
ら
で
す
。
特
に
今
後
は
疾

患
ご
と
の
専
門
性
に
基
づ
い
た
連
携
に
な
り
ま

す
か
ら
、
そ
の
際
に
重
要
な
地
域
連
携
ク
リ

テ
ィ
カ
ル
パ
ス※

の
作
成
も
見
つ
め
た
活
動
と

な
っ
て
い
ま
す
」
と
言
葉
を
続
け
た
。

（※

地
域
連
携
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
パ
ス
／
必
要
な
治
療
・
検
査
や
看
護

等
を
、
時
間
軸
に
沿
い
施
設
間
を
越
え
て
作
ら
れ
た
診
療
計
画
表
）

　
地
域
の
医
療
機
関
と
の
強
固
な
関
係
づ
く
り

を
進
め
る
一
方
、
古
城
看
護
師
は
院
内
で
患
者

さ
ん
や
ご
家
族
の
相
談
業
務
も
担
っ
て
い
る
。

入
院
前
か
ら
始
ま
っ
て
入
院
中
の
治
療
や
看
護

相
談
、
そ
し
て
退
院
や
退
院
後
の
通
院
相
談
な

ど
、
療
養
全
般
に
亘
り
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
が

抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
不
安
や
疑
問
を
受
け
止

め
、
よ
り
良
い
結
果
へ
の
道
案
内
を
行
う
。

　
こ
の
一
連
の
活
動
の
鍵
は
継
続
性
で
あ
る
。

つ
ま
り
退
院
後
も
相
談
支
援
を
行
う
と
い
う
姿

勢
だ
。「
病
気
に
よ
っ
て
は
再
入
院
も
あ
り
ま

す
し
、
慢
性
疾
患
の
場
合
は
一
生
の
問
題
に
も

な
り
ま
す
。
そ
う
し
た
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
を

支
え
る
に
は
、
継
続
看
護
と
い
う
視
点
が
必
要

で
す
。
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
に
は
『
い
つ
で
も

ご
相
談
く
だ
さ
い
』
と
お
伝
え
し
て
い
ま
す
」。

　
彼
女
が
所
属
す
る
地
域
医
療
連
携
セ
ン
タ
ー
・

相
談
支
援
室
で
は
、
全
部
で
看
護
師
５
名
が
そ

の
任
に
あ
る
。
さ
ら
に
、
継
続
看
護
の
視
点
を
よ

り
充
実
さ
せ
る
た
め
、
４
月
か
ら
各
病
棟
に
リ
ン

ク
ナ
ー
ス
を
置
い
た
。
こ
れ
は
24
時
間
患
者
さ
ん

の
そ
ば
に
い
る
看
護
師
が
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
な
り
、

入
院
中
か
ら
質
の
高
い
退
院
を
見
つ
め
た
支
援
を

始
め
る
た
め
で
あ
る
。
看
護
の
視
点
か
ら
ず
っ
と

自
分
を
支
え
て
く
れ
る
存
在
が
い
る
と
い
う
こ

と
。
患
者
に
は
大
き
な
拠
り
所
と
い
え
よ
う
。

　
看
護
師
に
よ
る
退
院
支
援
に
力
を
注
ぐ
名
古

屋
第
二
赤
十
字
病
院
だ
が
、
退
院
支
援
に
関
わ

る
人
材
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
従
来
か
ら
そ

の
中
心
で
あ
る
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
は
も
ち
ろ

ん
、
事
務
系
職
員
も
重
要
な
ス
タ
ッ
フ
だ
。

　
さ
ら
に
今
後
は
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ス

タ
ッ
フ
を
は
じ
め
も
っ
と
他
職
種
の
人
材
を
投

入
す
る
考
え
も
あ
る
と
い
う
。
そ
の
背
景
を
地

域
医
療
連
携
セ
ン
タ
ー
の
セ
ン
タ
ー
長
で
あ
り

副
院
長
で
あ
る
長
谷
川 

洋
医
師
に
聞
い
た
。

「
今
日
の
医
療
で
は
、
急
性
期
病
院
で
の
入
院

日
数
が
ど
ん
ど
ん
短
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
病
気
は
急
性
期
だ
け
で
は
終
わ
り
ま
せ
ん
。

当
院
で
の
急
性
期
治
療
が
終
了
し
て
も
、
ま
だ

そ
の
先
の
療
養
や
機
能
回
復
期
間
が
必
要
で

す
。
だ
か
ら
こ
そ
地
域
と
の
切
れ
目
の
な
い
連

携
が
重
要
で
あ
り
、
今
後
疾
患
別
の
地
域
連
携

が
進
ん
で
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
を
考

え
る
と
、
多
様
な
専
門
性
が
不
可
欠
と
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
当
院
で
は
院
内
で
の
チ
ー
ム
医

療
を
院
外
、
つ
ま
り
地
域
社
会
へ
と
広
げ
て
、

患
者
さ
ん
が
元
の
生
活
を
取
り
戻
す
、
ま
た
は

病
気
を
持
ち
な
が
ら
も
新
し
い
生
活
を
築
く
た

め
の
活
動
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
」。

　
病
院
全
体
で
患
者
さ
ん
の
退
院
支
援
と
、
そ

の
た
め
の
地
域
連
携
強
化
に
力
を
注
ぐ
名
古
屋

第
二
赤
十
字
病
院
。
そ
の
担
当
部
門
で
あ
る
地

域
医
療
連
携
セ
ン
タ
ー
で
は
、
現
在
三
つ
の
課

題
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
い
う
。

　
ま
ず
は
、
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再
編
。
連

携
医
療
機
関
の
専
門
性
と
機
能
を
よ
り
詳
細
に

把
握
し
、
紹
介
す
る
患
者
さ
ん
の
ミ
ス
マ
ッ
チ

を
起
こ
さ
な
い
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
第
二
は

Ｉ
Ｔ
化
の
推
進
で
あ
る
。
名
古
屋
第
二
赤
十
字

病
院
の
電
子
カ
ル
テ
を
ベ
ー
ス
に
、
地
域
医
療

機
関
と
の
診
療
情
報
共
有
を
め
ざ
し
て
い
る
。

そ
し
て
第
三
の
課
題
で
あ
る
人
材
育
成
に
つ
い

て
、セ
ン
タ
ー
長
の
長
谷
川
医
師
は
語
る
。「
担

当
職
員
は
対
外
的
に
は
病
院
の
『
顔
』
で
あ
り
、

地
域
連
携
の
基
本
方
針
で
あ
る
〝
顔
が
見
え
る

関
係
づ
く
り
〞
を
担
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
介

護
・
福
祉
領
域
と
の
結
び
つ
き
も
大
変
重
要
と

な
っ
て
き
ま
す
の
で
、
当
院
の
使
命
を
正
し
く

理
解
し
た
う
え
で
、
信
頼
関
係
に
基
づ
い
た
横

の
繋
が
り
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
人
材
を
育
て

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」。

地
域
医
療
連
携
セ
ン
タ
ー

満の死亡率が1,000人あたり0.77人
（国際的な目標基準は２人）となるな
ど、活動成果が具体的な数値でも示
されました。山之内看護師は、「医療
器具も医薬品も不充分でしたが、
人々の生きようとする力を強く感じまし
た。今後はこの経験を生かし、患者さ
んの生きる力を伸ばしていくような看
護をめざします」と決意を語りました。

　日　時　5月16日（月）
　　　　　18：15開場 18：45開演
　　　　　20：00終演予定
　場　所　名古屋第二赤十字病院
　　　　　第3病棟1階研修ホール
　　　　　（入場無料・定員300名）

～外来改修工事中につき、ご迷惑をおかけしております～

タンザニア難民キャンプで
医療・衛生環境改善に取り組んだ山之内看護師が帰国しました。

名古屋第二赤十字病院
ハートフルコンサートのご案内

国際医療救援活動

編 

集 

後 

記

すべては患者さんのために。
地域の医療機関と
役割分担に基づく、

「顔が見える関係づくり」を進める。

地
域
医
療
機
関
と
の

強
い
関
係
づ
く
り
を
め
ざ
し
、

看
護
師
が
院
外
で
活
動
。

い
つ
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

そ
の
言
葉
ど
お
り
、

継
続
看
護
に
終
わ
り
は
な
い
。

急
性
期
病
院
と
し
て
の

使
命
を
見
つ
め
て
、

さ
ら
な
る
機
能
の
充
実
を
。

次
は
疾
患
ご
と
の
地
域
連
携
。

そ
の
た
め
チ
ー
ム
医
療
を

地
域
社
会
に
広
げ
る
。

今回の
キーワード

タンザニア

地域医療連携センター　
看護師長  
古城 敦子

副院長・地域医療連携センター
センター長  
長谷川 洋

 I N F O R M A T I O N

患者さんが安心して
元の生活を取り戻すために、
私たちにできること。

特集ページ

緊急REPORT
東日本大震災。
災害発生当日から
医療救護班派遣を開始。

病気を知ろう！
アレルギー疾患とは、体を守る仕組みの“過剰反応”
ガイドラインに沿った治療でコントロールが可能です

医療の仕組みを知ろう！
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患者さんが安心して
元の生活を取り戻すために、
私たちにできること。
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人へ、
地域へ。

▶外来仮設棟へ移動
● 5月23日㈪～
血液内科・内分泌内科・腎臓内科・
形成外科・移植内分泌外科
● 6月13日㈪～
眼科
▶新設外来へ移動
● 5月16日㈪～
【２F】消化器内科・内視鏡センター・外来化学
療法センター・中央処置室・栄養相談室
【３F】耳鼻咽喉科・小児科・小児外科・
総合内科・呼吸器内科・呼吸器外科

５月14日㈯より第１病棟３階南出入り口
が閉鎖いたします。

　このたび、第１病棟外来部門
の改修工事が一部完成したこと
に伴い、右記の通り、11の部門
が新設外来へ移動します。また、
新たに６つの診療科が外来仮
設棟へ移り、引き続き改修工事
が行われます。各移転先につい
ては、院内表示で分かりやすくご
案内いたしますが、もしご不明な
点があればお近くのスタッフにお
気軽にお尋ねください。皆さまに
はご不便をおかけしますが、安
全第一で進めておりますので今
後ともご理解とご協力をお願い
いたします。

　平成18年から春と秋に著名な
演奏者や歌手の方をお招きしている
「ハートフルコンサート」。11回目と
なる今回は名古屋フィルハーモニー
交響楽団による金管五重奏「ザ・レ
イバーブラス」をお届けします。

　アフリカ大陸東部に位置するタンザ
ニアでは、周辺諸国の部族紛争や食
糧危機で、1990年代に多くの難民
キャンプができました。日本赤十字社と
タンザニア赤十字社は、2004年から
難民キャンプの支援事業を手掛け、こ
のたび医療保健レベルが当初の目標
を達成したとして、日本赤十字社の支
援活動は終了し、今後はタンザニア赤
十字社が支援を続けていきます。
　それにより支援活動中の昨年２月
に派遣されていた、当院の山之内千
絵看護師が２月12日、１年間の派遣期
間を終え帰国しました。

　３月９日の報告会では、山之内看護
師がキゴマ地域での支援事業を振り
返り、「派遣当初は１台のベッドに３人
が寝ている状態でしたが、４つの病棟
が新設され、１人１台のベッドが確保
できました。また、現地で採用した衛生
教育スタッフや病院で働く現地スタッ
フの育成にも携わりました」と活動内
容を報告。難民キャンプ内での5歳未

このたびの東日本大震災で被災をされました方 に々は心よりお見舞いを申し上げますとともに、亡くなられた方 に々深く哀悼
の意を表したいと思います。当院は赤十字病院の使命として、全病院挙げて被災者の方々の支援に取り組んでいます。
当院を受診される患者さんには、多少のご迷惑をおかけするかもしれませんが、ご理解をいただきますようお願いいたします。

　
名
古
屋
第
二
赤
十
字
病
院
は
平
成
２
年

か
ら
地
域
と
の
連
携
を
開
始
し
た
。時
代

の
要
請
と
共
に
変
化
対
応
し
、現
在
は
地

域
医
療
連
携
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、本
文
で
も

紹
介
し
た
相
談
支
援
室
、患
者
さ
ん
が
抱

え
る
社
会
的・経
済
的・制
度
的
な
問
題
の

解
決・調
整
を
図
る
医
療
社
会
事
業
課
、そ

し
て
円
滑
な
連
携
の
推
進
に
は
不
可
欠
な

事
務
業
務
全
般
を
支
え
る
地
域
医
療
連

携
課
の
三
部
門
18
名
体
制
を
整
え
て
い
る
。

2 2011年１月～2011年２月
ハイチ大地震被災者支援事業（第３班）

村松幹司（新生児科副部長）

1 2010年２月～2011年２月
タンザニア赤十字社難民支援事業
山之内千絵（看護師）

寒さにふるえた者ほど太陽の暖かさを感じる。人生の悩みをくぐった者ほど生命の
尊さを知ると言われています。
現実を受け入れて、政治政党の名前ではありませんが「立ち上がれニッポン」と誌
面を借りて震災のあった日本にエールを送り、次号では東日本大震災の特集をお伝
えします。
■名古屋第二赤十字病院 企画課  メールアドレス kikaku@nagoya2.jrc.or.jp

　
名
古
屋
第
二
赤
十
字
病
院
・
看
護
師
長
の
古

城
敦
子
は
、
二
つ
の
制
服
を
持
っ
て
い
る
。
一

つ
は
清
潔
な
白
衣
、
も
う
一
つ
は
シ
ッ
ク
な
黒

の
ス
ー
ツ
。
こ
こ
数
年
は
ス
ー
ツ
姿
で
病
院
の

外
に
出
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
き
た
。
看
護
師
長

が
院
外
で
一
体
何
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？

　「
地
域
の
診
療
所
や
病
院
、
医
師
会
な
ど
に

行
き
、
当
院
を
退
院
す
る
患
者
さ
ん
を
受
け
入

れ
て
く
だ
さ
る
際
の
必
要
事
項
確
認
や
、
合
同

で
開
催
す
る
委
員
会
や
検
討
会
な
ど
の
打
ち
合

わ
せ
を
し
て
い
ま
す
」と
古
城
看
護
師
は
言
う
。

　
そ
う
し
た
活
動
の
理
由
は
何
か
。「
当
院
で

の
専
門
治
療
を
終
え
た
患
者
さ
ん
が
、
安
心
し

て
他
病
院
へ
の
転
院
や
在
宅
で
の
療
養
に
移
っ

て
い
た
だ
く
に
は
、
当
院
と
地
域
の
医
療
機
関

が
し
っ
か
り
と
し
た
関
係
＝
地
域
連
携
し
て
い

る
こ
と
が
必
要
だ
か
ら
で
す
。
特
に
今
後
は
疾

患
ご
と
の
専
門
性
に
基
づ
い
た
連
携
に
な
り
ま

す
か
ら
、
そ
の
際
に
重
要
な
地
域
連
携
ク
リ

テ
ィ
カ
ル
パ
ス※

の
作
成
も
見
つ
め
た
活
動
と

な
っ
て
い
ま
す
」
と
言
葉
を
続
け
た
。

（※

地
域
連
携
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
パ
ス
／
必
要
な
治
療
・
検
査
や
看
護

等
を
、
時
間
軸
に
沿
い
施
設
間
を
越
え
て
作
ら
れ
た
診
療
計
画
表
）

　
地
域
の
医
療
機
関
と
の
強
固
な
関
係
づ
く
り

を
進
め
る
一
方
、
古
城
看
護
師
は
院
内
で
患
者

さ
ん
や
ご
家
族
の
相
談
業
務
も
担
っ
て
い
る
。

入
院
前
か
ら
始
ま
っ
て
入
院
中
の
治
療
や
看
護

相
談
、
そ
し
て
退
院
や
退
院
後
の
通
院
相
談
な

ど
、
療
養
全
般
に
亘
り
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
が

抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
不
安
や
疑
問
を
受
け
止

め
、
よ
り
良
い
結
果
へ
の
道
案
内
を
行
う
。

　
こ
の
一
連
の
活
動
の
鍵
は
継
続
性
で
あ
る
。

つ
ま
り
退
院
後
も
相
談
支
援
を
行
う
と
い
う
姿

勢
だ
。「
病
気
に
よ
っ
て
は
再
入
院
も
あ
り
ま

す
し
、
慢
性
疾
患
の
場
合
は
一
生
の
問
題
に
も

な
り
ま
す
。
そ
う
し
た
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
を

支
え
る
に
は
、
継
続
看
護
と
い
う
視
点
が
必
要

で
す
。
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
に
は
『
い
つ
で
も

ご
相
談
く
だ
さ
い
』
と
お
伝
え
し
て
い
ま
す
」。

　
彼
女
が
所
属
す
る
地
域
医
療
連
携
セ
ン
タ
ー
・

相
談
支
援
室
で
は
、
全
部
で
看
護
師
５
名
が
そ

の
任
に
あ
る
。
さ
ら
に
、
継
続
看
護
の
視
点
を
よ

り
充
実
さ
せ
る
た
め
、
４
月
か
ら
各
病
棟
に
リ
ン

ク
ナ
ー
ス
を
置
い
た
。
こ
れ
は
24
時
間
患
者
さ
ん

の
そ
ば
に
い
る
看
護
師
が
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
な
り
、

入
院
中
か
ら
質
の
高
い
退
院
を
見
つ
め
た
支
援
を

始
め
る
た
め
で
あ
る
。
看
護
の
視
点
か
ら
ず
っ
と

自
分
を
支
え
て
く
れ
る
存
在
が
い
る
と
い
う
こ

と
。
患
者
に
は
大
き
な
拠
り
所
と
い
え
よ
う
。

　
看
護
師
に
よ
る
退
院
支
援
に
力
を
注
ぐ
名
古

屋
第
二
赤
十
字
病
院
だ
が
、
退
院
支
援
に
関
わ

る
人
材
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
従
来
か
ら
そ

の
中
心
で
あ
る
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
は
も
ち
ろ

ん
、
事
務
系
職
員
も
重
要
な
ス
タ
ッ
フ
だ
。

　
さ
ら
に
今
後
は
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ス

タ
ッ
フ
を
は
じ
め
も
っ
と
他
職
種
の
人
材
を
投

入
す
る
考
え
も
あ
る
と
い
う
。
そ
の
背
景
を
地

域
医
療
連
携
セ
ン
タ
ー
の
セ
ン
タ
ー
長
で
あ
り

副
院
長
で
あ
る
長
谷
川 

洋
医
師
に
聞
い
た
。

「
今
日
の
医
療
で
は
、
急
性
期
病
院
で
の
入
院

日
数
が
ど
ん
ど
ん
短
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
病
気
は
急
性
期
だ
け
で
は
終
わ
り
ま
せ
ん
。

当
院
で
の
急
性
期
治
療
が
終
了
し
て
も
、
ま
だ

そ
の
先
の
療
養
や
機
能
回
復
期
間
が
必
要
で

す
。
だ
か
ら
こ
そ
地
域
と
の
切
れ
目
の
な
い
連

携
が
重
要
で
あ
り
、
今
後
疾
患
別
の
地
域
連
携

が
進
ん
で
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
を
考

え
る
と
、
多
様
な
専
門
性
が
不
可
欠
と
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
当
院
で
は
院
内
で
の
チ
ー
ム
医

療
を
院
外
、
つ
ま
り
地
域
社
会
へ
と
広
げ
て
、

患
者
さ
ん
が
元
の
生
活
を
取
り
戻
す
、
ま
た
は

病
気
を
持
ち
な
が
ら
も
新
し
い
生
活
を
築
く
た

め
の
活
動
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
」。

　
病
院
全
体
で
患
者
さ
ん
の
退
院
支
援
と
、
そ

の
た
め
の
地
域
連
携
強
化
に
力
を
注
ぐ
名
古
屋

第
二
赤
十
字
病
院
。
そ
の
担
当
部
門
で
あ
る
地

域
医
療
連
携
セ
ン
タ
ー
で
は
、
現
在
三
つ
の
課

題
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
い
う
。

　
ま
ず
は
、
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再
編
。
連

携
医
療
機
関
の
専
門
性
と
機
能
を
よ
り
詳
細
に

把
握
し
、
紹
介
す
る
患
者
さ
ん
の
ミ
ス
マ
ッ
チ

を
起
こ
さ
な
い
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
第
二
は

Ｉ
Ｔ
化
の
推
進
で
あ
る
。
名
古
屋
第
二
赤
十
字

病
院
の
電
子
カ
ル
テ
を
ベ
ー
ス
に
、
地
域
医
療

機
関
と
の
診
療
情
報
共
有
を
め
ざ
し
て
い
る
。

そ
し
て
第
三
の
課
題
で
あ
る
人
材
育
成
に
つ
い

て
、セ
ン
タ
ー
長
の
長
谷
川
医
師
は
語
る
。「
担

当
職
員
は
対
外
的
に
は
病
院
の
『
顔
』
で
あ
り
、

地
域
連
携
の
基
本
方
針
で
あ
る
〝
顔
が
見
え
る

関
係
づ
く
り
〞
を
担
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
介

護
・
福
祉
領
域
と
の
結
び
つ
き
も
大
変
重
要
と

な
っ
て
き
ま
す
の
で
、
当
院
の
使
命
を
正
し
く

理
解
し
た
う
え
で
、
信
頼
関
係
に
基
づ
い
た
横

の
繋
が
り
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
人
材
を
育
て

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」。

地
域
医
療
連
携
セ
ン
タ
ー

満の死亡率が1,000人あたり0.77人
（国際的な目標基準は２人）となるな
ど、活動成果が具体的な数値でも示
されました。山之内看護師は、「医療
器具も医薬品も不充分でしたが、
人々の生きようとする力を強く感じまし
た。今後はこの経験を生かし、患者さ
んの生きる力を伸ばしていくような看
護をめざします」と決意を語りました。

　日　時　5月16日（月）
　　　　　18：15開場 18：45開演
　　　　　20：00終演予定
　場　所　名古屋第二赤十字病院
　　　　　第3病棟1階研修ホール
　　　　　（入場無料・定員300名）

～外来改修工事中につき、ご迷惑をおかけしております～

タンザニア難民キャンプで
医療・衛生環境改善に取り組んだ山之内看護師が帰国しました。

名古屋第二赤十字病院
ハートフルコンサートのご案内

国際医療救援活動

編 

集 

後 

記

すべては患者さんのために。
地域の医療機関と
役割分担に基づく、

「顔が見える関係づくり」を進める。

地
域
医
療
機
関
と
の

強
い
関
係
づ
く
り
を
め
ざ
し
、

看
護
師
が
院
外
で
活
動
。

い
つ
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

そ
の
言
葉
ど
お
り
、

継
続
看
護
に
終
わ
り
は
な
い
。

急
性
期
病
院
と
し
て
の

使
命
を
見
つ
め
て
、

さ
ら
な
る
機
能
の
充
実
を
。

次
は
疾
患
ご
と
の
地
域
連
携
。

そ
の
た
め
チ
ー
ム
医
療
を

地
域
社
会
に
広
げ
る
。

今回の
キーワード

タンザニア

地域医療連携センター　
看護師長  
古城 敦子

副院長・地域医療連携センター
センター長  
長谷川 洋

 I N F O R M A T I O N

患者さんが安心して
元の生活を取り戻すために、
私たちにできること。

特集ページ

緊急REPORT
東日本大震災。
災害発生当日から
医療救護班派遣を開始。

病気を知ろう！
アレルギー疾患とは、体を守る仕組みの“過剰反応”
ガイドラインに沿った治療でコントロールが可能です

医療の仕組みを知ろう！
産科医療補償制度〈補償の機能〉

情報ページ

院長メッセージ
〒466-8650 名古屋市昭和区妙見町２番地の９
企画課 TEL 052-832-1121 内線 51141 メールアドレス kikaku@nagoya2.jrc.or.jp

Special Report

患者さんが安心して
元の生活を取り戻すために、
私たちにできること。

派遣状況
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プラス α 五月病とは？プラス α 冬は眼病に注意① プラス α 予防と対策プラス α 五月病の主な症状正式な病名は「適応障害」といい、学校や職場など、新しい環境に適応できないことが原因です。

　ここ数年、わが国では少子化対策の一環で、安心して妊
娠・出産できる体制づくりが進んでいます。その一つが、平
成21年1月からスタートした「産科医療補償制度」です。こ
の制度に加入している分娩機関でお産をした場合、何らか
の原因で赤ちゃんが重い脳性まひになったとき、その子と家
族の生活を支えるために、補償金（所定の要件を満たした場
合、20年間で合計3,000万円）が支払われます。
　産科医療補償制度の発足に伴い、一分娩ごとに掛金３
万円を負担していただくことから、健康保険から支給される

「出産育児一時金」も増額されました。支給額は一児につき
42万円（産科医療補償制度に加入していない分娩機関で出産
した場合や、在胎週数が22週に達していない場合は39万円）で、
双子は倍額になります。また、出産育児一時金を、健康保険
から分娩機関に直接支払う「直接支払制度」も整えられま
した。この制度を利用すれば、出産に備えてまとまった現金
を用意しなくてもいいので安心です。さらに、出産育児一時
金が支給されるまでの間、無利子で貸し付けする「出産費
貸付制度」もあります（貸付制度を利用した場合には、出産育
児一時金の直接支払制度は利用できません）。

　妊娠・出産には健康保険が適用されず、全額自己負担と
なるため、いろいろと出費がかさみます（治療が必要な妊娠悪
阻・貧血・妊娠中毒症などは健康保険適用）。そこで、各自治体
では、「妊婦健診公費補助券」を交付し、妊娠中の定期的
な妊婦健診をサポートしています。住んでいる市町村によっ
て枚数は異なりますが、名古屋市では14枚交付されます 
（名古屋市と委託契約した愛知県内の医療機関で妊婦健康診
査を受ける場合）。このほか、働いている女性が出産で会社
を休む際、勤務先の健康保険から支給される「出産手当
金」など、さまざまな手当や制度があります。これから妊娠・
出産の予定がある方は、事前にしっかりと調べて手当や制
度を上手にご利用ください。

　アレルギー疾患は、患者さんによっ
て症状もアレルゲン（アレルギーの原
因となる抗原性物質）も違います。ま
た、ストレスや皮膚のバリア機能の低
下などで症状が悪化する場合もある
ので、当科では、一人ひとりの症状や
原因に合わせたオーダーメイドの治
療を心がけています。
　なかでも気管支喘息に対しては、
呼吸不全に陥る重症のお子さんが
多いことから、同時に、小児科専門
医による当直体制を整備し、救命救
急センターとも連携して、24時間急患
に対応しています。重症の呼吸不全
に陥った場合には、人工呼吸管理、
吸入麻酔薬の使用も当院では可能

です。この15年間喘息死は経験して
いません。

　当科は、さまざまな先進的な取り組
みを行っています。
　小学生以上の気管支喘息患者さ
んに、年２～３回、呼吸機能検査を実
施。吸入薬の反応性や気管支の炎
症状態を数値で示すことができるの
で、患者さんやご家族にも分かりや
すいと好評です。さらに、重度の食物
アレルギーのお子さんには、入院管
理下で経口負荷試験を行います。少
しずつ食べられる量を増やすことで、
食品によってはアレルギーを克服す
ることも可能です。
　また、15年以上前から「プレネイタ
ル・ビジット（出産前小児保健指導）」
を導入し、予防活動にも力を入れて
います。ご自身またはご家族にアレル

だるさやめまい、動悸、不眠などのほか、集中力ややる気の低下といった精神的症状が特徴です。 まずは規則正しい生活を。親しい人と会話を楽しんだり、話を聞いてもらうなど気分転換も重要。

ギー疾患がある妊婦さんの希望者
を対象に、妊娠中や出産後に気をつ
けるべきこと、最新のトピックスなどに
ついてお話をしています。
　そのほか、低年齢化が進むアレル
ギー性鼻炎には、漢方薬も積極的に
処方。眠くならないなどの利点があ
り、受験期のお子さんに喜ばれてい
ます。
　なお平成10年11月に愛知県内で
は３番目に日本アレルギー学会認定
教育施設（小児科）の認定を受けて
います。

　「ハートフル・ケア・ショップ」では、入院
患者さんの気分転換も兼ねて、都心で
買い物をしている気分を味わえるような

店づくりに力を入れています。品揃え
も、患者さんのための衛生用品やベ
ビー用品、お見舞いの品にもなる地元
の名産品、ドクターのための専門書籍
や院内で働く女性のための豊富なコス
メなど、町のコンビニとはひと味違って
いるのが特長です。
　また、店内には「ハートフルコンシェル
ジュデスク」を設け、福祉専門相談員
の資格を持った社員が買い物のお手
伝いなど「入院時から退院後まで」きめ
細やかなサービスを提供させていただ
いています。当店のお客さまは患者さ
んやそのご家族が中心なので、不安な
気持ちを取り除いてさしあげたい。そう
いう思いから始まったサービスです。
　今年２月からは、病室や退院後のご

自宅まで商品を配達するサービスも始
めました。一部の病棟では、病室から
内線電話で手軽にご注文いただけま
す。オムツなどのかさばるものや入院中
に使い慣れた介護用品のご利用が増
えています。今後も、病院と連携して、
患者さまのためのサービスをさらに充
実させていきます。

地震直後　
午後２時46分に地震発生後、日本赤十字社では、即座に
災害対策本部を本社に設置。愛知県支部を経て名古屋
第二赤十字病院は、救護班とDMAT（コラム参照）隊員を
待機させる。その一方で、集中治療室・病棟・外来の患者さ
んの安全を確認、病院の建物・設備・エレベーター等を点検
し、院内放送にて地震の発生と当院の機能には異常の無
いことを報告する。
出発まで　
午後４時、院内の災害対策委員会が24時間体制に入る。
その間にも赤十字本社および広域災害救急医療情報セ
ンター（厚生労働省管轄）から入手する情報では、被災状
況が甚大さを増す。
午後５時、救護第１班は医師一名・看護師三名・主事二名、
DMATは医師一名・看護師二名・主事二名の編成を決定し、
物品整備を行いつつ赤十字本社からの出動命令を待つ。
出発　
午後６時10分、愛知県支部の救援車とともに、救護第１班
とDMATは当院を出発。夜を徹して車を走らせるが、被災地

院長より、今回の救護は長期戦であり病院全体で取り組む
必要ありと院内に通達。イントラネットは災害モードとなる。
当院にヘリで搬送された患者さんに備えICU・救急ICU・
CCUのベッドを確保。仙台赤十字病院に病院食・非常食
等を移送。

今もなお被災地救護は続く
当院の救護活動は、３月13日出発の救護第２班に続き、被
災地の病院支援看護師派遣も加え、現在もなお続いてい
る。その使命は一刻も早い処置が必要な被災者への応急
処置、機能を失った地元医療機関に代わり医療の空白を
埋めること、そして巡回診療により避難者への精神的支え
になることにある。派遣要員の業務代行を含めると、これは
まさに全病院あげての活動。今後数カ月は万難を排し取り
組み続けていく考えにある。

DMAT（Disaster Medical Assistance Team）と
は、平成17年より本格的にスタートした災害派遣医
療チーム。日本DMAT、と都道府県DMATがあり、関
係省庁や自治体、自衛隊、そして各都道府県の災害
拠点病院等と連携し医療的支援を行う。

名古屋第二赤十字病院
および近隣５区をはじめ
とする医療連携機関で
は、日頃から細密な連携
の下、一丸となって患者
さんの治療に取り組んで
います。特に、急性期か
ら回復・慢性期までの連携した治療が必要となる大腿
骨頸部骨折や脳卒中に関しては、早くから「地域医療
連携パス」を作成して、患者さんの早期社会復帰やＱＯ
Ｌ（生活の質）の向上に努めてきました。
そんななか、平成23年２月16日、大腿骨頸部骨折地域
連携診療合同委員会と脳卒中地域連携パス合同委員
会、八事整形医療連携会が、同時開催されました。会
場となった当院の研修ホールには、近隣の病院や診療
所から多数の医療従事者が参集。具体的な症例を基
にそれぞれの立場から活発な意見交換が行われ、医
療機関の垣根を越えた相互理解が図られました。
最近では、胃がんや大腸がんの治療後にも「地域医療
連携パス」が導入され、成果をあげています。さらに今
年は、これまで分散していた地域医療連携センターの
各部門（相談支援室、地域医療連携課、医療社会事業
課）を1カ所に集約。センターとしての機能を強化し、地
域連携の取り組みを支える体制も充実しました。

平成23年３月２日、春の
火災予防週間に合わせ
た大規模な消防訓練が
実施されました。今回は、
第１病棟６階の湯沸室を
出火元と想定し、昭和消
防署や地元消防団の協
力の下、職員約200名が参加。午後３時、防災センター
からの緊急連絡を合図に消火器による初期消火や当
院の自衛消防隊による放水、患者さんの避難誘導訓練
などが行われました。ここで消防署の消防車や消防ヘ

リが加わり、逃げ遅れた患者
さんの救出訓練を開始。いっ
そう緊迫感が増すなか、消防
ヘリの離着陸訓練や、ロープ
１本で屋上からベランダそし
て地上へと一気に移動する
レスキュー隊員の姿に感嘆の

声が上がっていました。また、消防車からの一斉放水や
火災現場を疑似体験する煙道訓練、非常食の炊き出
しなどにも取り組みました。最後に昭和消防署の野田署
長から、当院の防災への取り組みを高くご評価いただく
とともに、初期消火や確実な避難誘導の重要性が強調
されました。また、自衛消防隊長である院長からは、大災
害の際に地域を守る砦となる決意が語られ、「救命救
急病院の本来
の使命が果た
せるよう、日ごろ
から高い防災意
識を持とう」と呼
びかけて春の消
防訓練が終了
しました。

の状況・道路状況に伴い目的地の変更を余儀なくされる。
最終的に救護第１班は宮城県の石巻中央運動公園で
dERU（仮設診療所）を展開、DMATは岩手県のいわて花
巻空港にて広域搬送拠点臨時医療施設での活動を行う。

　アレルギー疾患は、本来、ウイルスなどから自分の体を守
る仕組みである免疫反応が過剰に現れるために発症する
ものです。お子さんでは、気管支喘息、アレルギー性鼻炎、ア
トピー性皮膚炎、食物アレルギーの４種類が主です。
　なかでも当科で最も患者数の多いのは気管支喘息です
が、近年は食物アレルギーの患者さんが急増しています。食

生活の欧米化が原因だといわれることもありますが、はっきり
した理由は分かっていないのが現状です。
　治療に関しては、すでに確立したガイドラインがあり、その
なかでも気管支喘息やアトピー性皮膚炎には、中等度以上
の患者さんの場合、炎症を抑えるステロイド剤が治療の柱
になります。特に気管支喘息では、ステロイド吸入薬の積極
的な使用により、コントロールが容易になりました。吸入薬は
副作用も起きにくいので、医師の指示に従い、必要なときに
しっかり使うことが大切です。

「厚生労働省ホームページ」より

ハートフル スクエア
統括マネージャー　
寺西 宣裕
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DMATとは

３月11日

３月12日

いざというときの安心を提供できるよう、日々研鑽を重ねています。

地 域
連 携

災 害
救 護

地域連携強化のため、
近隣の医療従事者が一堂に会して
相互理解を深めました。

春の消防訓練を実施し、
初期消火や避難誘導訓練に
取り組みました。

むやみに副作用を恐れず、
医師の指示に従って治療を

小児アレルギー科より

救命救急センターとの連携で
24時間対応しています

妊娠中からの予防など、
先進的な取り組みを実施

ここをチェック

小児アレルギー科　部長   神田  康司

町とつながろう！

～ハートフル・ケア・ショップから～

専門スタッフが常駐する
安心の院内ショップです

経済的な負担を軽減する
出産支援制度が充実

さまざまな制度を利用して
安心して出産・子育てを

日本国内観測史上最大の地震となった
東日本大震災。
名古屋第二赤十字病院は赤十字病院の
使命として、発生当日から現在もなお医療
救護班派遣を実施中にある。

COLUMN

派遣状況（2011.03.29現在）

３／11　14：46　震災発生
３／11　18：10　救護第1班６名出発　ＤＭＡＴ５名出発
３／13　09：30　救護第２班７名出発
３／15　09：00　病院支援看護師３名出発
３／15　14：30　救護第３班７名出発
３／17　10：00　救護第４班７名・災害対策本部要員１名出発
３／20　06：00　救護第５班７名出発
３／23　06：00　救護第６班７名出発
　　　　　　　　石川院長 救護派遣状況視察出発
３／24　18：00　災害対策本部要員２名・病院支援看護師２名
　　　　　　　　病院支援薬剤師１名出発
３／27　16：00　病院支援看護師１名出発
３／29　06：00　救護第７班７名出発
　　　　18：00　病院支援薬剤師１名出発

救命救急を担う中核病院として、
地域とのつながりを強化しています。

八事日赤を知ろう！

病気を知ろう！
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
アレルギー疾患とは、
体を守る仕組みの
“過剰反応”

ガイドラインに沿った治療で
コントロールが可能です

T  O  P  I  C  S

医療の
仕組み
を知ろう！

緊急 REPORT

東日本大震災。
災害発生当日から
医療救護班派遣を開始。
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プラス α 五月病とは？プラス α 冬は眼病に注意① プラス α 予防と対策プラス α 五月病の主な症状正式な病名は「適応障害」といい、学校や職場など、新しい環境に適応できないことが原因です。

　ここ数年、わが国では少子化対策の一環で、安心して妊
娠・出産できる体制づくりが進んでいます。その一つが、平
成21年1月からスタートした「産科医療補償制度」です。こ
の制度に加入している分娩機関でお産をした場合、何らか
の原因で赤ちゃんが重い脳性まひになったとき、その子と家
族の生活を支えるために、補償金（所定の要件を満たした場
合、20年間で合計3,000万円）が支払われます。
　産科医療補償制度の発足に伴い、一分娩ごとに掛金３
万円を負担していただくことから、健康保険から支給される

「出産育児一時金」も増額されました。支給額は一児につき
42万円（産科医療補償制度に加入していない分娩機関で出産
した場合や、在胎週数が22週に達していない場合は39万円）で、
双子は倍額になります。また、出産育児一時金を、健康保険
から分娩機関に直接支払う「直接支払制度」も整えられま
した。この制度を利用すれば、出産に備えてまとまった現金
を用意しなくてもいいので安心です。さらに、出産育児一時
金が支給されるまでの間、無利子で貸し付けする「出産費
貸付制度」もあります（貸付制度を利用した場合には、出産育
児一時金の直接支払制度は利用できません）。

　妊娠・出産には健康保険が適用されず、全額自己負担と
なるため、いろいろと出費がかさみます（治療が必要な妊娠悪
阻・貧血・妊娠中毒症などは健康保険適用）。そこで、各自治体
では、「妊婦健診公費補助券」を交付し、妊娠中の定期的
な妊婦健診をサポートしています。住んでいる市町村によっ
て枚数は異なりますが、名古屋市では14枚交付されます 
（名古屋市と委託契約した愛知県内の医療機関で妊婦健康診
査を受ける場合）。このほか、働いている女性が出産で会社
を休む際、勤務先の健康保険から支給される「出産手当
金」など、さまざまな手当や制度があります。これから妊娠・
出産の予定がある方は、事前にしっかりと調べて手当や制
度を上手にご利用ください。

　アレルギー疾患は、患者さんによっ
て症状もアレルゲン（アレルギーの原
因となる抗原性物質）も違います。ま
た、ストレスや皮膚のバリア機能の低
下などで症状が悪化する場合もある
ので、当科では、一人ひとりの症状や
原因に合わせたオーダーメイドの治
療を心がけています。
　なかでも気管支喘息に対しては、
呼吸不全に陥る重症のお子さんが
多いことから、同時に、小児科専門
医による当直体制を整備し、救命救
急センターとも連携して、24時間急患
に対応しています。重症の呼吸不全
に陥った場合には、人工呼吸管理、
吸入麻酔薬の使用も当院では可能

です。この15年間喘息死は経験して
いません。

　当科は、さまざまな先進的な取り組
みを行っています。
　小学生以上の気管支喘息患者さ
んに、年２～３回、呼吸機能検査を実
施。吸入薬の反応性や気管支の炎
症状態を数値で示すことができるの
で、患者さんやご家族にも分かりや
すいと好評です。さらに、重度の食物
アレルギーのお子さんには、入院管
理下で経口負荷試験を行います。少
しずつ食べられる量を増やすことで、
食品によってはアレルギーを克服す
ることも可能です。
　また、15年以上前から「プレネイタ
ル・ビジット（出産前小児保健指導）」
を導入し、予防活動にも力を入れて
います。ご自身またはご家族にアレル

だるさやめまい、動悸、不眠などのほか、集中力ややる気の低下といった精神的症状が特徴です。 まずは規則正しい生活を。親しい人と会話を楽しんだり、話を聞いてもらうなど気分転換も重要。

ギー疾患がある妊婦さんの希望者
を対象に、妊娠中や出産後に気をつ
けるべきこと、最新のトピックスなどに
ついてお話をしています。
　そのほか、低年齢化が進むアレル
ギー性鼻炎には、漢方薬も積極的に
処方。眠くならないなどの利点があ
り、受験期のお子さんに喜ばれてい
ます。
　なお平成10年11月に愛知県内で
は３番目に日本アレルギー学会認定
教育施設（小児科）の認定を受けて
います。

　「ハートフル・ケア・ショップ」では、入院
患者さんの気分転換も兼ねて、都心で
買い物をしている気分を味わえるような

店づくりに力を入れています。品揃え
も、患者さんのための衛生用品やベ
ビー用品、お見舞いの品にもなる地元
の名産品、ドクターのための専門書籍
や院内で働く女性のための豊富なコス
メなど、町のコンビニとはひと味違って
いるのが特長です。
　また、店内には「ハートフルコンシェル
ジュデスク」を設け、福祉専門相談員
の資格を持った社員が買い物のお手
伝いなど「入院時から退院後まで」きめ
細やかなサービスを提供させていただ
いています。当店のお客さまは患者さ
んやそのご家族が中心なので、不安な
気持ちを取り除いてさしあげたい。そう
いう思いから始まったサービスです。
　今年２月からは、病室や退院後のご

自宅まで商品を配達するサービスも始
めました。一部の病棟では、病室から
内線電話で手軽にご注文いただけま
す。オムツなどのかさばるものや入院中
に使い慣れた介護用品のご利用が増
えています。今後も、病院と連携して、
患者さまのためのサービスをさらに充
実させていきます。

地震直後　
午後２時46分に地震発生後、日本赤十字社では、即座に
災害対策本部を本社に設置。愛知県支部を経て名古屋
第二赤十字病院は、救護班とDMAT（コラム参照）隊員を
待機させる。その一方で、集中治療室・病棟・外来の患者さ
んの安全を確認、病院の建物・設備・エレベーター等を点検
し、院内放送にて地震の発生と当院の機能には異常の無
いことを報告する。
出発まで　
午後４時、院内の災害対策委員会が24時間体制に入る。
その間にも赤十字本社および広域災害救急医療情報セ
ンター（厚生労働省管轄）から入手する情報では、被災状
況が甚大さを増す。
午後５時、救護第１班は医師一名・看護師三名・主事二名、
DMATは医師一名・看護師二名・主事二名の編成を決定し、
物品整備を行いつつ赤十字本社からの出動命令を待つ。
出発　
午後６時10分、愛知県支部の救援車とともに、救護第１班
とDMATは当院を出発。夜を徹して車を走らせるが、被災地

院長より、今回の救護は長期戦であり病院全体で取り組む
必要ありと院内に通達。イントラネットは災害モードとなる。
当院にヘリで搬送された患者さんに備えICU・救急ICU・
CCUのベッドを確保。仙台赤十字病院に病院食・非常食
等を移送。

今もなお被災地救護は続く
当院の救護活動は、３月13日出発の救護第２班に続き、被
災地の病院支援看護師派遣も加え、現在もなお続いてい
る。その使命は一刻も早い処置が必要な被災者への応急
処置、機能を失った地元医療機関に代わり医療の空白を
埋めること、そして巡回診療により避難者への精神的支え
になることにある。派遣要員の業務代行を含めると、これは
まさに全病院あげての活動。今後数カ月は万難を排し取り
組み続けていく考えにある。

DMAT（Disaster Medical Assistance Team）と
は、平成17年より本格的にスタートした災害派遣医
療チーム。日本DMAT、と都道府県DMATがあり、関
係省庁や自治体、自衛隊、そして各都道府県の災害
拠点病院等と連携し医療的支援を行う。

名古屋第二赤十字病院
および近隣５区をはじめ
とする医療連携機関で
は、日頃から細密な連携
の下、一丸となって患者
さんの治療に取り組んで
います。特に、急性期か
ら回復・慢性期までの連携した治療が必要となる大腿
骨頸部骨折や脳卒中に関しては、早くから「地域医療
連携パス」を作成して、患者さんの早期社会復帰やＱＯ
Ｌ（生活の質）の向上に努めてきました。
そんななか、平成23年２月16日、大腿骨頸部骨折地域
連携診療合同委員会と脳卒中地域連携パス合同委員
会、八事整形医療連携会が、同時開催されました。会
場となった当院の研修ホールには、近隣の病院や診療
所から多数の医療従事者が参集。具体的な症例を基
にそれぞれの立場から活発な意見交換が行われ、医
療機関の垣根を越えた相互理解が図られました。
最近では、胃がんや大腸がんの治療後にも「地域医療
連携パス」が導入され、成果をあげています。さらに今
年は、これまで分散していた地域医療連携センターの
各部門（相談支援室、地域医療連携課、医療社会事業
課）を1カ所に集約。センターとしての機能を強化し、地
域連携の取り組みを支える体制も充実しました。

平成23年３月２日、春の
火災予防週間に合わせ
た大規模な消防訓練が
実施されました。今回は、
第１病棟６階の湯沸室を
出火元と想定し、昭和消
防署や地元消防団の協
力の下、職員約200名が参加。午後３時、防災センター
からの緊急連絡を合図に消火器による初期消火や当
院の自衛消防隊による放水、患者さんの避難誘導訓練
などが行われました。ここで消防署の消防車や消防ヘ

リが加わり、逃げ遅れた患者
さんの救出訓練を開始。いっ
そう緊迫感が増すなか、消防
ヘリの離着陸訓練や、ロープ
１本で屋上からベランダそし
て地上へと一気に移動する
レスキュー隊員の姿に感嘆の

声が上がっていました。また、消防車からの一斉放水や
火災現場を疑似体験する煙道訓練、非常食の炊き出
しなどにも取り組みました。最後に昭和消防署の野田署
長から、当院の防災への取り組みを高くご評価いただく
とともに、初期消火や確実な避難誘導の重要性が強調
されました。また、自衛消防隊長である院長からは、大災
害の際に地域を守る砦となる決意が語られ、「救命救
急病院の本来
の使命が果た
せるよう、日ごろ
から高い防災意
識を持とう」と呼
びかけて春の消
防訓練が終了
しました。

の状況・道路状況に伴い目的地の変更を余儀なくされる。
最終的に救護第１班は宮城県の石巻中央運動公園で
dERU（仮設診療所）を展開、DMATは岩手県のいわて花
巻空港にて広域搬送拠点臨時医療施設での活動を行う。

　アレルギー疾患は、本来、ウイルスなどから自分の体を守
る仕組みである免疫反応が過剰に現れるために発症する
ものです。お子さんでは、気管支喘息、アレルギー性鼻炎、ア
トピー性皮膚炎、食物アレルギーの４種類が主です。
　なかでも当科で最も患者数の多いのは気管支喘息です
が、近年は食物アレルギーの患者さんが急増しています。食

生活の欧米化が原因だといわれることもありますが、はっきり
した理由は分かっていないのが現状です。
　治療に関しては、すでに確立したガイドラインがあり、その
なかでも気管支喘息やアトピー性皮膚炎には、中等度以上
の患者さんの場合、炎症を抑えるステロイド剤が治療の柱
になります。特に気管支喘息では、ステロイド吸入薬の積極
的な使用により、コントロールが容易になりました。吸入薬は
副作用も起きにくいので、医師の指示に従い、必要なときに
しっかり使うことが大切です。

「厚生労働省ホームページ」より

ハートフル スクエア
統括マネージャー　
寺西 宣裕
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DMATとは

３月11日

３月12日

いざというときの安心を提供できるよう、日々研鑽を重ねています。

地 域
連 携

災 害
救 護

地域連携強化のため、
近隣の医療従事者が一堂に会して
相互理解を深めました。

春の消防訓練を実施し、
初期消火や避難誘導訓練に
取り組みました。

むやみに副作用を恐れず、
医師の指示に従って治療を

小児アレルギー科より

救命救急センターとの連携で
24時間対応しています

妊娠中からの予防など、
先進的な取り組みを実施

ここをチェック

小児アレルギー科　部長   神田  康司

町とつながろう！

～ハートフル・ケア・ショップから～

専門スタッフが常駐する
安心の院内ショップです

経済的な負担を軽減する
出産支援制度が充実

さまざまな制度を利用して
安心して出産・子育てを

日本国内観測史上最大の地震となった
東日本大震災。
名古屋第二赤十字病院は赤十字病院の
使命として、発生当日から現在もなお医療
救護班派遣を実施中にある。

COLUMN

派遣状況（2011.03.29現在）

３／11　14：46　震災発生
３／11　18：10　救護第1班６名出発　ＤＭＡＴ５名出発
３／13　09：30　救護第２班７名出発
３／15　09：00　病院支援看護師３名出発
３／15　14：30　救護第３班７名出発
３／17　10：00　救護第４班７名・災害対策本部要員１名出発
３／20　06：00　救護第５班７名出発
３／23　06：00　救護第６班７名出発
　　　　　　　　石川院長 救護派遣状況視察出発
３／24　18：00　災害対策本部要員２名・病院支援看護師２名
　　　　　　　　病院支援薬剤師１名出発
３／27　16：00　病院支援看護師１名出発
３／29　06：00　救護第７班７名出発
　　　　18：00　病院支援薬剤師１名出発

救命救急を担う中核病院として、
地域とのつながりを強化しています。

八事日赤を知ろう！

病気を知ろう！
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
アレルギー疾患とは、
体を守る仕組みの
“過剰反応”

ガイドラインに沿った治療で
コントロールが可能です

T  O  P  I  C  S

医療の
仕組み
を知ろう！

緊急 REPORT

東日本大震災。
災害発生当日から
医療救護班派遣を開始。

山折 谷折谷折 八事日赤ニュースVol.51　ジャバラ折A4×８P　中面



プラス α 五月病とは？プラス α 冬は眼病に注意① プラス α 予防と対策プラス α 五月病の主な症状正式な病名は「適応障害」といい、学校や職場など、新しい環境に適応できないことが原因です。

　ここ数年、わが国では少子化対策の一環で、安心して妊
娠・出産できる体制づくりが進んでいます。その一つが、平
成21年1月からスタートした「産科医療補償制度」です。こ
の制度に加入している分娩機関でお産をした場合、何らか
の原因で赤ちゃんが重い脳性まひになったとき、その子と家
族の生活を支えるために、補償金（所定の要件を満たした場
合、20年間で合計3,000万円）が支払われます。
　産科医療補償制度の発足に伴い、一分娩ごとに掛金３
万円を負担していただくことから、健康保険から支給される

「出産育児一時金」も増額されました。支給額は一児につき
42万円（産科医療補償制度に加入していない分娩機関で出産
した場合や、在胎週数が22週に達していない場合は39万円）で、
双子は倍額になります。また、出産育児一時金を、健康保険
から分娩機関に直接支払う「直接支払制度」も整えられま
した。この制度を利用すれば、出産に備えてまとまった現金
を用意しなくてもいいので安心です。さらに、出産育児一時
金が支給されるまでの間、無利子で貸し付けする「出産費
貸付制度」もあります（貸付制度を利用した場合には、出産育
児一時金の直接支払制度は利用できません）。

　妊娠・出産には健康保険が適用されず、全額自己負担と
なるため、いろいろと出費がかさみます（治療が必要な妊娠悪
阻・貧血・妊娠中毒症などは健康保険適用）。そこで、各自治体
では、「妊婦健診公費補助券」を交付し、妊娠中の定期的
な妊婦健診をサポートしています。住んでいる市町村によっ
て枚数は異なりますが、名古屋市では14枚交付されます 
（名古屋市と委託契約した愛知県内の医療機関で妊婦健康診
査を受ける場合）。このほか、働いている女性が出産で会社
を休む際、勤務先の健康保険から支給される「出産手当
金」など、さまざまな手当や制度があります。これから妊娠・
出産の予定がある方は、事前にしっかりと調べて手当や制
度を上手にご利用ください。

　アレルギー疾患は、患者さんによっ
て症状もアレルゲン（アレルギーの原
因となる抗原性物質）も違います。ま
た、ストレスや皮膚のバリア機能の低
下などで症状が悪化する場合もある
ので、当科では、一人ひとりの症状や
原因に合わせたオーダーメイドの治
療を心がけています。
　なかでも気管支喘息に対しては、
呼吸不全に陥る重症のお子さんが
多いことから、同時に、小児科専門
医による当直体制を整備し、救命救
急センターとも連携して、24時間急患
に対応しています。重症の呼吸不全
に陥った場合には、人工呼吸管理、
吸入麻酔薬の使用も当院では可能

です。この15年間喘息死は経験して
いません。

　当科は、さまざまな先進的な取り組
みを行っています。
　小学生以上の気管支喘息患者さ
んに、年２～３回、呼吸機能検査を実
施。吸入薬の反応性や気管支の炎
症状態を数値で示すことができるの
で、患者さんやご家族にも分かりや
すいと好評です。さらに、重度の食物
アレルギーのお子さんには、入院管
理下で経口負荷試験を行います。少
しずつ食べられる量を増やすことで、
食品によってはアレルギーを克服す
ることも可能です。
　また、15年以上前から「プレネイタ
ル・ビジット（出産前小児保健指導）」
を導入し、予防活動にも力を入れて
います。ご自身またはご家族にアレル

だるさやめまい、動悸、不眠などのほか、集中力ややる気の低下といった精神的症状が特徴です。 まずは規則正しい生活を。親しい人と会話を楽しんだり、話を聞いてもらうなど気分転換も重要。

ギー疾患がある妊婦さんの希望者
を対象に、妊娠中や出産後に気をつ
けるべきこと、最新のトピックスなどに
ついてお話をしています。
　そのほか、低年齢化が進むアレル
ギー性鼻炎には、漢方薬も積極的に
処方。眠くならないなどの利点があ
り、受験期のお子さんに喜ばれてい
ます。
　なお平成10年11月に愛知県内で
は３番目に日本アレルギー学会認定
教育施設（小児科）の認定を受けて
います。

　「ハートフル・ケア・ショップ」では、入院
患者さんの気分転換も兼ねて、都心で
買い物をしている気分を味わえるような

店づくりに力を入れています。品揃え
も、患者さんのための衛生用品やベ
ビー用品、お見舞いの品にもなる地元
の名産品、ドクターのための専門書籍
や院内で働く女性のための豊富なコス
メなど、町のコンビニとはひと味違って
いるのが特長です。
　また、店内には「ハートフルコンシェル
ジュデスク」を設け、福祉専門相談員
の資格を持った社員が買い物のお手
伝いなど「入院時から退院後まで」きめ
細やかなサービスを提供させていただ
いています。当店のお客さまは患者さ
んやそのご家族が中心なので、不安な
気持ちを取り除いてさしあげたい。そう
いう思いから始まったサービスです。
　今年２月からは、病室や退院後のご

自宅まで商品を配達するサービスも始
めました。一部の病棟では、病室から
内線電話で手軽にご注文いただけま
す。オムツなどのかさばるものや入院中
に使い慣れた介護用品のご利用が増
えています。今後も、病院と連携して、
患者さまのためのサービスをさらに充
実させていきます。

地震直後　
午後２時46分に地震発生後、日本赤十字社では、即座に
災害対策本部を本社に設置。愛知県支部を経て名古屋
第二赤十字病院は、救護班とDMAT（コラム参照）隊員を
待機させる。その一方で、集中治療室・病棟・外来の患者さ
んの安全を確認、病院の建物・設備・エレベーター等を点検
し、院内放送にて地震の発生と当院の機能には異常の無
いことを報告する。
出発まで　
午後４時、院内の災害対策委員会が24時間体制に入る。
その間にも赤十字本社および広域災害救急医療情報セ
ンター（厚生労働省管轄）から入手する情報では、被災状
況が甚大さを増す。
午後５時、救護第１班は医師一名・看護師三名・主事二名、
DMATは医師一名・看護師二名・主事二名の編成を決定し、
物品整備を行いつつ赤十字本社からの出動命令を待つ。
出発　
午後６時10分、愛知県支部の救援車とともに、救護第１班
とDMATは当院を出発。夜を徹して車を走らせるが、被災地

院長より、今回の救護は長期戦であり病院全体で取り組む
必要ありと院内に通達。イントラネットは災害モードとなる。
当院にヘリで搬送された患者さんに備えICU・救急ICU・
CCUのベッドを確保。仙台赤十字病院に病院食・非常食
等を移送。

今もなお被災地救護は続く
当院の救護活動は、３月13日出発の救護第２班に続き、被
災地の病院支援看護師派遣も加え、現在もなお続いてい
る。その使命は一刻も早い処置が必要な被災者への応急
処置、機能を失った地元医療機関に代わり医療の空白を
埋めること、そして巡回診療により避難者への精神的支え
になることにある。派遣要員の業務代行を含めると、これは
まさに全病院あげての活動。今後数カ月は万難を排し取り
組み続けていく考えにある。

DMAT（Disaster Medical Assistance Team）と
は、平成17年より本格的にスタートした災害派遣医
療チーム。日本DMAT、と都道府県DMATがあり、関
係省庁や自治体、自衛隊、そして各都道府県の災害
拠点病院等と連携し医療的支援を行う。

名古屋第二赤十字病院
および近隣５区をはじめ
とする医療連携機関で
は、日頃から細密な連携
の下、一丸となって患者
さんの治療に取り組んで
います。特に、急性期か
ら回復・慢性期までの連携した治療が必要となる大腿
骨頸部骨折や脳卒中に関しては、早くから「地域医療
連携パス」を作成して、患者さんの早期社会復帰やＱＯ
Ｌ（生活の質）の向上に努めてきました。
そんななか、平成23年２月16日、大腿骨頸部骨折地域
連携診療合同委員会と脳卒中地域連携パス合同委員
会、八事整形医療連携会が、同時開催されました。会
場となった当院の研修ホールには、近隣の病院や診療
所から多数の医療従事者が参集。具体的な症例を基
にそれぞれの立場から活発な意見交換が行われ、医
療機関の垣根を越えた相互理解が図られました。
最近では、胃がんや大腸がんの治療後にも「地域医療
連携パス」が導入され、成果をあげています。さらに今
年は、これまで分散していた地域医療連携センターの
各部門（相談支援室、地域医療連携課、医療社会事業
課）を1カ所に集約。センターとしての機能を強化し、地
域連携の取り組みを支える体制も充実しました。

平成23年３月２日、春の
火災予防週間に合わせ
た大規模な消防訓練が
実施されました。今回は、
第１病棟６階の湯沸室を
出火元と想定し、昭和消
防署や地元消防団の協
力の下、職員約200名が参加。午後３時、防災センター
からの緊急連絡を合図に消火器による初期消火や当
院の自衛消防隊による放水、患者さんの避難誘導訓練
などが行われました。ここで消防署の消防車や消防ヘ

リが加わり、逃げ遅れた患者
さんの救出訓練を開始。いっ
そう緊迫感が増すなか、消防
ヘリの離着陸訓練や、ロープ
１本で屋上からベランダそし
て地上へと一気に移動する
レスキュー隊員の姿に感嘆の

声が上がっていました。また、消防車からの一斉放水や
火災現場を疑似体験する煙道訓練、非常食の炊き出
しなどにも取り組みました。最後に昭和消防署の野田署
長から、当院の防災への取り組みを高くご評価いただく
とともに、初期消火や確実な避難誘導の重要性が強調
されました。また、自衛消防隊長である院長からは、大災
害の際に地域を守る砦となる決意が語られ、「救命救
急病院の本来
の使命が果た
せるよう、日ごろ
から高い防災意
識を持とう」と呼
びかけて春の消
防訓練が終了
しました。

の状況・道路状況に伴い目的地の変更を余儀なくされる。
最終的に救護第１班は宮城県の石巻中央運動公園で
dERU（仮設診療所）を展開、DMATは岩手県のいわて花
巻空港にて広域搬送拠点臨時医療施設での活動を行う。

　アレルギー疾患は、本来、ウイルスなどから自分の体を守
る仕組みである免疫反応が過剰に現れるために発症する
ものです。お子さんでは、気管支喘息、アレルギー性鼻炎、ア
トピー性皮膚炎、食物アレルギーの４種類が主です。
　なかでも当科で最も患者数の多いのは気管支喘息です
が、近年は食物アレルギーの患者さんが急増しています。食

生活の欧米化が原因だといわれることもありますが、はっきり
した理由は分かっていないのが現状です。
　治療に関しては、すでに確立したガイドラインがあり、その
なかでも気管支喘息やアトピー性皮膚炎には、中等度以上
の患者さんの場合、炎症を抑えるステロイド剤が治療の柱
になります。特に気管支喘息では、ステロイド吸入薬の積極
的な使用により、コントロールが容易になりました。吸入薬は
副作用も起きにくいので、医師の指示に従い、必要なときに
しっかり使うことが大切です。

「厚生労働省ホームページ」より

ハートフル スクエア
統括マネージャー　
寺西 宣裕
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いざというときの安心を提供できるよう、日々研鑽を重ねています。

地 域
連 携

災 害
救 護

地域連携強化のため、
近隣の医療従事者が一堂に会して
相互理解を深めました。

春の消防訓練を実施し、
初期消火や避難誘導訓練に
取り組みました。

むやみに副作用を恐れず、
医師の指示に従って治療を

小児アレルギー科より

救命救急センターとの連携で
24時間対応しています

妊娠中からの予防など、
先進的な取り組みを実施

ここをチェック

小児アレルギー科　部長   神田  康司

町とつながろう！

～ハートフル・ケア・ショップから～

専門スタッフが常駐する
安心の院内ショップです

経済的な負担を軽減する
出産支援制度が充実

さまざまな制度を利用して
安心して出産・子育てを

日本国内観測史上最大の地震となった
東日本大震災。
名古屋第二赤十字病院は赤十字病院の
使命として、発生当日から現在もなお医療
救護班派遣を実施中にある。

COLUMN

派遣状況（2011.03.29現在）

３／11　14：46　震災発生
３／11　18：10　救護第1班６名出発　ＤＭＡＴ５名出発
３／13　09：30　救護第２班７名出発
３／15　09：00　病院支援看護師３名出発
３／15　14：30　救護第３班７名出発
３／17　10：00　救護第４班７名・災害対策本部要員１名出発
３／20　06：00　救護第５班７名出発
３／23　06：00　救護第６班７名出発
　　　　　　　　石川院長 救護派遣状況視察出発
３／24　18：00　災害対策本部要員２名・病院支援看護師２名
　　　　　　　　病院支援薬剤師１名出発
３／27　16：00　病院支援看護師１名出発
３／29　06：00　救護第７班７名出発
　　　　18：00　病院支援薬剤師１名出発

救命救急を担う中核病院として、
地域とのつながりを強化しています。

八事日赤を知ろう！

病気を知ろう！
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
アレルギー疾患とは、
体を守る仕組みの
“過剰反応”

ガイドラインに沿った治療で
コントロールが可能です

T  O  P  I  C  S

医療の
仕組み
を知ろう！

緊急 REPORT

東日本大震災。
災害発生当日から
医療救護班派遣を開始。
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プラス α 五月病とは？プラス α 冬は眼病に注意① プラス α 予防と対策プラス α 五月病の主な症状正式な病名は「適応障害」といい、学校や職場など、新しい環境に適応できないことが原因です。

　ここ数年、わが国では少子化対策の一環で、安心して妊
娠・出産できる体制づくりが進んでいます。その一つが、平
成21年1月からスタートした「産科医療補償制度」です。こ
の制度に加入している分娩機関でお産をした場合、何らか
の原因で赤ちゃんが重い脳性まひになったとき、その子と家
族の生活を支えるために、補償金（所定の要件を満たした場
合、20年間で合計3,000万円）が支払われます。
　産科医療補償制度の発足に伴い、一分娩ごとに掛金３
万円を負担していただくことから、健康保険から支給される

「出産育児一時金」も増額されました。支給額は一児につき
42万円（産科医療補償制度に加入していない分娩機関で出産
した場合や、在胎週数が22週に達していない場合は39万円）で、
双子は倍額になります。また、出産育児一時金を、健康保険
から分娩機関に直接支払う「直接支払制度」も整えられま
した。この制度を利用すれば、出産に備えてまとまった現金
を用意しなくてもいいので安心です。さらに、出産育児一時
金が支給されるまでの間、無利子で貸し付けする「出産費
貸付制度」もあります（貸付制度を利用した場合には、出産育
児一時金の直接支払制度は利用できません）。

　妊娠・出産には健康保険が適用されず、全額自己負担と
なるため、いろいろと出費がかさみます（治療が必要な妊娠悪
阻・貧血・妊娠中毒症などは健康保険適用）。そこで、各自治体
では、「妊婦健診公費補助券」を交付し、妊娠中の定期的
な妊婦健診をサポートしています。住んでいる市町村によっ
て枚数は異なりますが、名古屋市では14枚交付されます 
（名古屋市と委託契約した愛知県内の医療機関で妊婦健康診
査を受ける場合）。このほか、働いている女性が出産で会社
を休む際、勤務先の健康保険から支給される「出産手当
金」など、さまざまな手当や制度があります。これから妊娠・
出産の予定がある方は、事前にしっかりと調べて手当や制
度を上手にご利用ください。

　アレルギー疾患は、患者さんによっ
て症状もアレルゲン（アレルギーの原
因となる抗原性物質）も違います。ま
た、ストレスや皮膚のバリア機能の低
下などで症状が悪化する場合もある
ので、当科では、一人ひとりの症状や
原因に合わせたオーダーメイドの治
療を心がけています。
　なかでも気管支喘息に対しては、
呼吸不全に陥る重症のお子さんが
多いことから、同時に、小児科専門
医による当直体制を整備し、救命救
急センターとも連携して、24時間急患
に対応しています。重症の呼吸不全
に陥った場合には、人工呼吸管理、
吸入麻酔薬の使用も当院では可能

です。この15年間喘息死は経験して
いません。

　当科は、さまざまな先進的な取り組
みを行っています。
　小学生以上の気管支喘息患者さ
んに、年２～３回、呼吸機能検査を実
施。吸入薬の反応性や気管支の炎
症状態を数値で示すことができるの
で、患者さんやご家族にも分かりや
すいと好評です。さらに、重度の食物
アレルギーのお子さんには、入院管
理下で経口負荷試験を行います。少
しずつ食べられる量を増やすことで、
食品によってはアレルギーを克服す
ることも可能です。
　また、15年以上前から「プレネイタ
ル・ビジット（出産前小児保健指導）」
を導入し、予防活動にも力を入れて
います。ご自身またはご家族にアレル

だるさやめまい、動悸、不眠などのほか、集中力ややる気の低下といった精神的症状が特徴です。 まずは規則正しい生活を。親しい人と会話を楽しんだり、話を聞いてもらうなど気分転換も重要。

ギー疾患がある妊婦さんの希望者
を対象に、妊娠中や出産後に気をつ
けるべきこと、最新のトピックスなどに
ついてお話をしています。
　そのほか、低年齢化が進むアレル
ギー性鼻炎には、漢方薬も積極的に
処方。眠くならないなどの利点があ
り、受験期のお子さんに喜ばれてい
ます。
　なお平成10年11月に愛知県内で
は３番目に日本アレルギー学会認定
教育施設（小児科）の認定を受けて
います。

　「ハートフル・ケア・ショップ」では、入院
患者さんの気分転換も兼ねて、都心で
買い物をしている気分を味わえるような

店づくりに力を入れています。品揃え
も、患者さんのための衛生用品やベ
ビー用品、お見舞いの品にもなる地元
の名産品、ドクターのための専門書籍
や院内で働く女性のための豊富なコス
メなど、町のコンビニとはひと味違って
いるのが特長です。
　また、店内には「ハートフルコンシェル
ジュデスク」を設け、福祉専門相談員
の資格を持った社員が買い物のお手
伝いなど「入院時から退院後まで」きめ
細やかなサービスを提供させていただ
いています。当店のお客さまは患者さ
んやそのご家族が中心なので、不安な
気持ちを取り除いてさしあげたい。そう
いう思いから始まったサービスです。
　今年２月からは、病室や退院後のご

自宅まで商品を配達するサービスも始
めました。一部の病棟では、病室から
内線電話で手軽にご注文いただけま
す。オムツなどのかさばるものや入院中
に使い慣れた介護用品のご利用が増
えています。今後も、病院と連携して、
患者さまのためのサービスをさらに充
実させていきます。

地震直後　
午後２時46分に地震発生後、日本赤十字社では、即座に
災害対策本部を本社に設置。愛知県支部を経て名古屋
第二赤十字病院は、救護班とDMAT（コラム参照）隊員を
待機させる。その一方で、集中治療室・病棟・外来の患者さ
んの安全を確認、病院の建物・設備・エレベーター等を点検
し、院内放送にて地震の発生と当院の機能には異常の無
いことを報告する。
出発まで　
午後４時、院内の災害対策委員会が24時間体制に入る。
その間にも赤十字本社および広域災害救急医療情報セ
ンター（厚生労働省管轄）から入手する情報では、被災状
況が甚大さを増す。
午後５時、救護第１班は医師一名・看護師三名・主事二名、
DMATは医師一名・看護師二名・主事二名の編成を決定し、
物品整備を行いつつ赤十字本社からの出動命令を待つ。
出発　
午後６時10分、愛知県支部の救援車とともに、救護第１班
とDMATは当院を出発。夜を徹して車を走らせるが、被災地

院長より、今回の救護は長期戦であり病院全体で取り組む
必要ありと院内に通達。イントラネットは災害モードとなる。
当院にヘリで搬送された患者さんに備えICU・救急ICU・
CCUのベッドを確保。仙台赤十字病院に病院食・非常食
等を移送。

今もなお被災地救護は続く
当院の救護活動は、３月13日出発の救護第２班に続き、被
災地の病院支援看護師派遣も加え、現在もなお続いてい
る。その使命は一刻も早い処置が必要な被災者への応急
処置、機能を失った地元医療機関に代わり医療の空白を
埋めること、そして巡回診療により避難者への精神的支え
になることにある。派遣要員の業務代行を含めると、これは
まさに全病院あげての活動。今後数カ月は万難を排し取り
組み続けていく考えにある。

DMAT（Disaster Medical Assistance Team）と
は、平成17年より本格的にスタートした災害派遣医
療チーム。日本DMAT、と都道府県DMATがあり、関
係省庁や自治体、自衛隊、そして各都道府県の災害
拠点病院等と連携し医療的支援を行う。

名古屋第二赤十字病院
および近隣５区をはじめ
とする医療連携機関で
は、日頃から細密な連携
の下、一丸となって患者
さんの治療に取り組んで
います。特に、急性期か
ら回復・慢性期までの連携した治療が必要となる大腿
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所から多数の医療従事者が参集。具体的な症例を基
にそれぞれの立場から活発な意見交換が行われ、医
療機関の垣根を越えた相互理解が図られました。
最近では、胃がんや大腸がんの治療後にも「地域医療
連携パス」が導入され、成果をあげています。さらに今
年は、これまで分散していた地域医療連携センターの
各部門（相談支援室、地域医療連携課、医療社会事業
課）を1カ所に集約。センターとしての機能を強化し、地
域連携の取り組みを支える体制も充実しました。

平成23年３月２日、春の
火災予防週間に合わせ
た大規模な消防訓練が
実施されました。今回は、
第１病棟６階の湯沸室を
出火元と想定し、昭和消
防署や地元消防団の協
力の下、職員約200名が参加。午後３時、防災センター
からの緊急連絡を合図に消火器による初期消火や当
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リが加わり、逃げ遅れた患者
さんの救出訓練を開始。いっ
そう緊迫感が増すなか、消防
ヘリの離着陸訓練や、ロープ
１本で屋上からベランダそし
て地上へと一気に移動する
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声が上がっていました。また、消防車からの一斉放水や
火災現場を疑似体験する煙道訓練、非常食の炊き出
しなどにも取り組みました。最後に昭和消防署の野田署
長から、当院の防災への取り組みを高くご評価いただく
とともに、初期消火や確実な避難誘導の重要性が強調
されました。また、自衛消防隊長である院長からは、大災
害の際に地域を守る砦となる決意が語られ、「救命救
急病院の本来
の使命が果た
せるよう、日ごろ
から高い防災意
識を持とう」と呼
びかけて春の消
防訓練が終了
しました。

の状況・道路状況に伴い目的地の変更を余儀なくされる。
最終的に救護第１班は宮城県の石巻中央運動公園で
dERU（仮設診療所）を展開、DMATは岩手県のいわて花
巻空港にて広域搬送拠点臨時医療施設での活動を行う。

　アレルギー疾患は、本来、ウイルスなどから自分の体を守
る仕組みである免疫反応が過剰に現れるために発症する
ものです。お子さんでは、気管支喘息、アレルギー性鼻炎、ア
トピー性皮膚炎、食物アレルギーの４種類が主です。
　なかでも当科で最も患者数の多いのは気管支喘息です
が、近年は食物アレルギーの患者さんが急増しています。食

生活の欧米化が原因だといわれることもありますが、はっきり
した理由は分かっていないのが現状です。
　治療に関しては、すでに確立したガイドラインがあり、その
なかでも気管支喘息やアトピー性皮膚炎には、中等度以上
の患者さんの場合、炎症を抑えるステロイド剤が治療の柱
になります。特に気管支喘息では、ステロイド吸入薬の積極
的な使用により、コントロールが容易になりました。吸入薬は
副作用も起きにくいので、医師の指示に従い、必要なときに
しっかり使うことが大切です。

「厚生労働省ホームページ」より

ハートフル スクエア
統括マネージャー　
寺西 宣裕

産科医療補償制度〈補償の機能〉

妊産婦・児

補償金
保険金 保険金

分娩費 掛金 保険料

登録証
制度加入 保険契約

各
分
娩
機
関

日
本
医
療
機
能
評
価
機
構

保
険
会
社

加
入
者（
被
保
険
者
）

契
約
者

保
険
者

民
間
保
険
制
度

DMATとは

３月11日

３月12日

いざというときの安心を提供できるよう、日々研鑽を重ねています。

地 域
連 携

災 害
救 護

地域連携強化のため、
近隣の医療従事者が一堂に会して
相互理解を深めました。

春の消防訓練を実施し、
初期消火や避難誘導訓練に
取り組みました。

むやみに副作用を恐れず、
医師の指示に従って治療を

小児アレルギー科より

救命救急センターとの連携で
24時間対応しています

妊娠中からの予防など、
先進的な取り組みを実施

ここをチェック

小児アレルギー科　部長   神田  康司

町とつながろう！

～ハートフル・ケア・ショップから～

専門スタッフが常駐する
安心の院内ショップです

経済的な負担を軽減する
出産支援制度が充実

さまざまな制度を利用して
安心して出産・子育てを

日本国内観測史上最大の地震となった
東日本大震災。
名古屋第二赤十字病院は赤十字病院の
使命として、発生当日から現在もなお医療
救護班派遣を実施中にある。

COLUMN

派遣状況（2011.03.29現在）

３／11　14：46　震災発生
３／11　18：10　救護第1班６名出発　ＤＭＡＴ５名出発
３／13　09：30　救護第２班７名出発
３／15　09：00　病院支援看護師３名出発
３／15　14：30　救護第３班７名出発
３／17　10：00　救護第４班７名・災害対策本部要員１名出発
３／20　06：00　救護第５班７名出発
３／23　06：00　救護第６班７名出発
　　　　　　　　石川院長 救護派遣状況視察出発
３／24　18：00　災害対策本部要員２名・病院支援看護師２名
　　　　　　　　病院支援薬剤師１名出発
３／27　16：00　病院支援看護師１名出発
３／29　06：00　救護第７班７名出発
　　　　18：00　病院支援薬剤師１名出発

救命救急を担う中核病院として、
地域とのつながりを強化しています。

八事日赤を知ろう！

病気を知ろう！
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
アレルギー疾患とは、
体を守る仕組みの
“過剰反応”

ガイドラインに沿った治療で
コントロールが可能です

T  O  P  I  C  S

医療の
仕組み
を知ろう！

緊急 REPORT

東日本大震災。
災害発生当日から
医療救護班派遣を開始。

山折 谷折谷折 八事日赤ニュースVol.51　ジャバラ折A4×８P　中面



人へ、
地域へ。

▶外来仮設棟へ移動
● 5月23日㈪～
血液内科・内分泌内科・腎臓内科・
形成外科・移植内分泌外科
● 6月13日㈪～
眼科
▶新設外来へ移動
● 5月16日㈪～
【２F】消化器内科・内視鏡センター・外来化学
療法センター・中央処置室・栄養相談室
【３F】耳鼻咽喉科・小児科・小児外科・
総合内科・呼吸器内科・呼吸器外科

５月14日㈯より第１病棟３階南出入り口
が閉鎖いたします。

　このたび、第１病棟外来部門
の改修工事が一部完成したこと
に伴い、右記の通り、11の部門
が新設外来へ移動します。また、
新たに６つの診療科が外来仮
設棟へ移り、引き続き改修工事
が行われます。各移転先につい
ては、院内表示で分かりやすくご
案内いたしますが、もしご不明な
点があればお近くのスタッフにお
気軽にお尋ねください。皆さまに
はご不便をおかけしますが、安
全第一で進めておりますので今
後ともご理解とご協力をお願い
いたします。

　平成18年から春と秋に著名な
演奏者や歌手の方をお招きしている
「ハートフルコンサート」。11回目と
なる今回は名古屋フィルハーモニー
交響楽団による金管五重奏「ザ・レ
イバーブラス」をお届けします。

　アフリカ大陸東部に位置するタンザ
ニアでは、周辺諸国の部族紛争や食
糧危機で、1990年代に多くの難民
キャンプができました。日本赤十字社と
タンザニア赤十字社は、2004年から
難民キャンプの支援事業を手掛け、こ
のたび医療保健レベルが当初の目標
を達成したとして、日本赤十字社の支
援活動は終了し、今後はタンザニア赤
十字社が支援を続けていきます。
　それにより支援活動中の昨年２月
に派遣されていた、当院の山之内千
絵看護師が２月12日、１年間の派遣期
間を終え帰国しました。

　３月９日の報告会では、山之内看護
師がキゴマ地域での支援事業を振り
返り、「派遣当初は１台のベッドに３人
が寝ている状態でしたが、４つの病棟
が新設され、１人１台のベッドが確保
できました。また、現地で採用した衛生
教育スタッフや病院で働く現地スタッ
フの育成にも携わりました」と活動内
容を報告。難民キャンプ内での5歳未

このたびの東日本大震災で被災をされました方 に々は心よりお見舞いを申し上げますとともに、亡くなられた方 に々深く哀悼
の意を表したいと思います。当院は赤十字病院の使命として、全病院挙げて被災者の方々の支援に取り組んでいます。
当院を受診される患者さんには、多少のご迷惑をおかけするかもしれませんが、ご理解をいただきますようお願いいたします。

　
名
古
屋
第
二
赤
十
字
病
院
は
平
成
２
年

か
ら
地
域
と
の
連
携
を
開
始
し
た
。時
代

の
要
請
と
共
に
変
化
対
応
し
、現
在
は
地

域
医
療
連
携
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、本
文
で
も

紹
介
し
た
相
談
支
援
室
、患
者
さ
ん
が
抱

え
る
社
会
的・経
済
的・制
度
的
な
問
題
の

解
決・調
整
を
図
る
医
療
社
会
事
業
課
、そ

し
て
円
滑
な
連
携
の
推
進
に
は
不
可
欠
な

事
務
業
務
全
般
を
支
え
る
地
域
医
療
連

携
課
の
三
部
門
18
名
体
制
を
整
え
て
い
る
。

2 2011年１月～2011年２月
ハイチ大地震被災者支援事業（第３班）

村松幹司（新生児科副部長）

1 2010年２月～2011年２月
タンザニア赤十字社難民支援事業
山之内千絵（看護師）

寒さにふるえた者ほど太陽の暖かさを感じる。人生の悩みをくぐった者ほど生命の
尊さを知ると言われています。
現実を受け入れて、政治政党の名前ではありませんが「立ち上がれニッポン」と誌
面を借りて震災のあった日本にエールを送り、次号では東日本大震災の特集をお伝
えします。
■名古屋第二赤十字病院 企画課  メールアドレス kikaku@nagoya2.jrc.or.jp

　
名
古
屋
第
二
赤
十
字
病
院
・
看
護
師
長
の
古

城
敦
子
は
、
二
つ
の
制
服
を
持
っ
て
い
る
。
一

つ
は
清
潔
な
白
衣
、
も
う
一
つ
は
シ
ッ
ク
な
黒

の
ス
ー
ツ
。
こ
こ
数
年
は
ス
ー
ツ
姿
で
病
院
の

外
に
出
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
き
た
。
看
護
師
長

が
院
外
で
一
体
何
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？

　「
地
域
の
診
療
所
や
病
院
、
医
師
会
な
ど
に

行
き
、
当
院
を
退
院
す
る
患
者
さ
ん
を
受
け
入

れ
て
く
だ
さ
る
際
の
必
要
事
項
確
認
や
、
合
同

で
開
催
す
る
委
員
会
や
検
討
会
な
ど
の
打
ち
合

わ
せ
を
し
て
い
ま
す
」と
古
城
看
護
師
は
言
う
。

　
そ
う
し
た
活
動
の
理
由
は
何
か
。「
当
院
で

の
専
門
治
療
を
終
え
た
患
者
さ
ん
が
、
安
心
し

て
他
病
院
へ
の
転
院
や
在
宅
で
の
療
養
に
移
っ

て
い
た
だ
く
に
は
、
当
院
と
地
域
の
医
療
機
関

が
し
っ
か
り
と
し
た
関
係
＝
地
域
連
携
し
て
い

る
こ
と
が
必
要
だ
か
ら
で
す
。
特
に
今
後
は
疾

患
ご
と
の
専
門
性
に
基
づ
い
た
連
携
に
な
り
ま

す
か
ら
、
そ
の
際
に
重
要
な
地
域
連
携
ク
リ

テ
ィ
カ
ル
パ
ス※

の
作
成
も
見
つ
め
た
活
動
と

な
っ
て
い
ま
す
」
と
言
葉
を
続
け
た
。

（※

地
域
連
携
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
パ
ス
／
必
要
な
治
療
・
検
査
や
看
護

等
を
、
時
間
軸
に
沿
い
施
設
間
を
越
え
て
作
ら
れ
た
診
療
計
画
表
）

　
地
域
の
医
療
機
関
と
の
強
固
な
関
係
づ
く
り

を
進
め
る
一
方
、
古
城
看
護
師
は
院
内
で
患
者

さ
ん
や
ご
家
族
の
相
談
業
務
も
担
っ
て
い
る
。

入
院
前
か
ら
始
ま
っ
て
入
院
中
の
治
療
や
看
護

相
談
、
そ
し
て
退
院
や
退
院
後
の
通
院
相
談
な

ど
、
療
養
全
般
に
亘
り
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
が

抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
不
安
や
疑
問
を
受
け
止

め
、
よ
り
良
い
結
果
へ
の
道
案
内
を
行
う
。

　
こ
の
一
連
の
活
動
の
鍵
は
継
続
性
で
あ
る
。

つ
ま
り
退
院
後
も
相
談
支
援
を
行
う
と
い
う
姿

勢
だ
。「
病
気
に
よ
っ
て
は
再
入
院
も
あ
り
ま

す
し
、
慢
性
疾
患
の
場
合
は
一
生
の
問
題
に
も

な
り
ま
す
。
そ
う
し
た
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
を

支
え
る
に
は
、
継
続
看
護
と
い
う
視
点
が
必
要

で
す
。
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
に
は
『
い
つ
で
も

ご
相
談
く
だ
さ
い
』
と
お
伝
え
し
て
い
ま
す
」。

　
彼
女
が
所
属
す
る
地
域
医
療
連
携
セ
ン
タ
ー
・

相
談
支
援
室
で
は
、
全
部
で
看
護
師
５
名
が
そ

の
任
に
あ
る
。
さ
ら
に
、
継
続
看
護
の
視
点
を
よ

り
充
実
さ
せ
る
た
め
、
４
月
か
ら
各
病
棟
に
リ
ン

ク
ナ
ー
ス
を
置
い
た
。
こ
れ
は
24
時
間
患
者
さ
ん

の
そ
ば
に
い
る
看
護
師
が
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
な
り
、

入
院
中
か
ら
質
の
高
い
退
院
を
見
つ
め
た
支
援
を

始
め
る
た
め
で
あ
る
。
看
護
の
視
点
か
ら
ず
っ
と

自
分
を
支
え
て
く
れ
る
存
在
が
い
る
と
い
う
こ

と
。
患
者
に
は
大
き
な
拠
り
所
と
い
え
よ
う
。

　
看
護
師
に
よ
る
退
院
支
援
に
力
を
注
ぐ
名
古

屋
第
二
赤
十
字
病
院
だ
が
、
退
院
支
援
に
関
わ

る
人
材
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
従
来
か
ら
そ

の
中
心
で
あ
る
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
は
も
ち
ろ

ん
、
事
務
系
職
員
も
重
要
な
ス
タ
ッ
フ
だ
。

　
さ
ら
に
今
後
は
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ス

タ
ッ
フ
を
は
じ
め
も
っ
と
他
職
種
の
人
材
を
投

入
す
る
考
え
も
あ
る
と
い
う
。
そ
の
背
景
を
地

域
医
療
連
携
セ
ン
タ
ー
の
セ
ン
タ
ー
長
で
あ
り

副
院
長
で
あ
る
長
谷
川 

洋
医
師
に
聞
い
た
。

「
今
日
の
医
療
で
は
、
急
性
期
病
院
で
の
入
院

日
数
が
ど
ん
ど
ん
短
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
病
気
は
急
性
期
だ
け
で
は
終
わ
り
ま
せ
ん
。

当
院
で
の
急
性
期
治
療
が
終
了
し
て
も
、
ま
だ

そ
の
先
の
療
養
や
機
能
回
復
期
間
が
必
要
で

す
。
だ
か
ら
こ
そ
地
域
と
の
切
れ
目
の
な
い
連

携
が
重
要
で
あ
り
、
今
後
疾
患
別
の
地
域
連
携

が
進
ん
で
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
を
考

え
る
と
、
多
様
な
専
門
性
が
不
可
欠
と
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
当
院
で
は
院
内
で
の
チ
ー
ム
医

療
を
院
外
、
つ
ま
り
地
域
社
会
へ
と
広
げ
て
、

患
者
さ
ん
が
元
の
生
活
を
取
り
戻
す
、
ま
た
は

病
気
を
持
ち
な
が
ら
も
新
し
い
生
活
を
築
く
た

め
の
活
動
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
」。

　
病
院
全
体
で
患
者
さ
ん
の
退
院
支
援
と
、
そ

の
た
め
の
地
域
連
携
強
化
に
力
を
注
ぐ
名
古
屋

第
二
赤
十
字
病
院
。
そ
の
担
当
部
門
で
あ
る
地

域
医
療
連
携
セ
ン
タ
ー
で
は
、
現
在
三
つ
の
課

題
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
い
う
。

　
ま
ず
は
、
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再
編
。
連

携
医
療
機
関
の
専
門
性
と
機
能
を
よ
り
詳
細
に

把
握
し
、
紹
介
す
る
患
者
さ
ん
の
ミ
ス
マ
ッ
チ

を
起
こ
さ
な
い
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
第
二
は

Ｉ
Ｔ
化
の
推
進
で
あ
る
。
名
古
屋
第
二
赤
十
字

病
院
の
電
子
カ
ル
テ
を
ベ
ー
ス
に
、
地
域
医
療

機
関
と
の
診
療
情
報
共
有
を
め
ざ
し
て
い
る
。

そ
し
て
第
三
の
課
題
で
あ
る
人
材
育
成
に
つ
い

て
、セ
ン
タ
ー
長
の
長
谷
川
医
師
は
語
る
。「
担

当
職
員
は
対
外
的
に
は
病
院
の
『
顔
』
で
あ
り
、

地
域
連
携
の
基
本
方
針
で
あ
る
〝
顔
が
見
え
る

関
係
づ
く
り
〞
を
担
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
介

護
・
福
祉
領
域
と
の
結
び
つ
き
も
大
変
重
要
と

な
っ
て
き
ま
す
の
で
、
当
院
の
使
命
を
正
し
く

理
解
し
た
う
え
で
、
信
頼
関
係
に
基
づ
い
た
横

の
繋
が
り
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
人
材
を
育
て

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」。

地
域
医
療
連
携
セ
ン
タ
ー

満の死亡率が1,000人あたり0.77人
（国際的な目標基準は２人）となるな
ど、活動成果が具体的な数値でも示
されました。山之内看護師は、「医療
器具も医薬品も不充分でしたが、
人々の生きようとする力を強く感じまし
た。今後はこの経験を生かし、患者さ
んの生きる力を伸ばしていくような看
護をめざします」と決意を語りました。

　日　時　5月16日（月）
　　　　　18：15開場 18：45開演
　　　　　20：00終演予定
　場　所　名古屋第二赤十字病院
　　　　　第3病棟1階研修ホール
　　　　　（入場無料・定員300名）

～外来改修工事中につき、ご迷惑をおかけしております～

タンザニア難民キャンプで
医療・衛生環境改善に取り組んだ山之内看護師が帰国しました。

名古屋第二赤十字病院
ハートフルコンサートのご案内

国際医療救援活動

編 

集 

後 

記

すべては患者さんのために。
地域の医療機関と
役割分担に基づく、

「顔が見える関係づくり」を進める。

地
域
医
療
機
関
と
の

強
い
関
係
づ
く
り
を
め
ざ
し
、

看
護
師
が
院
外
で
活
動
。

い
つ
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

そ
の
言
葉
ど
お
り
、

継
続
看
護
に
終
わ
り
は
な
い
。

急
性
期
病
院
と
し
て
の

使
命
を
見
つ
め
て
、

さ
ら
な
る
機
能
の
充
実
を
。

次
は
疾
患
ご
と
の
地
域
連
携
。

そ
の
た
め
チ
ー
ム
医
療
を

地
域
社
会
に
広
げ
る
。

今回の
キーワード

タンザニア

地域医療連携センター　
看護師長  
古城 敦子

副院長・地域医療連携センター
センター長  
長谷川 洋

 I N F O R M A T I O N

患者さんが安心して
元の生活を取り戻すために、
私たちにできること。

特集ページ

緊急REPORT
東日本大震災。
災害発生当日から
医療救護班派遣を開始。

病気を知ろう！
アレルギー疾患とは、体を守る仕組みの“過剰反応”
ガイドラインに沿った治療でコントロールが可能です

医療の仕組みを知ろう！
産科医療補償制度〈補償の機能〉

情報ページ

院長メッセージ
〒466-8650 名古屋市昭和区妙見町２番地の９
企画課 TEL 052-832-1121 内線 51141 メールアドレス kikaku@nagoya2.jrc.or.jp

Special Report

患者さんが安心して
元の生活を取り戻すために、
私たちにできること。

派遣状況
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